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輸入木材動向と日本林業への影響

えのきどいさむ

榎戸勇＊
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わが国は戦後植林したスギ，ヒノキ，カラマツ等が樹齢ⅥからⅧへ成長してお

り，主伐期が近づきつつある。一方，世界的な環境問題への関心の高まりの中で，

木材輸出国の多くで伐採規制が強化され，木材輸入の不透明さが増しつつある。

したがって，しだいに木材輸入は漸減し，国産材時代が来るのではなかろうか。

このような希望的意見を聞くことがあるが，本当にそうなのであろうか。

現在，わが国は米国，カナダ，ロシア，ニュージーランド，チリ等から大量の

針葉樹の丸太と製材品を，またインドネシアからは大量の合板，マレーシア，パ

プアニューギニア等からは大量の合板用広葉樹丸太を輸入している。そしてこの

ほかに，国産優良広葉樹林の枯渇に伴い中国東北部（旧満州）から，ナラ，タモ

等，米国東部からはレッドオーク等を輸入している。また最近はアフリカの西海

岸地域からも合板用広葉樹丸太，フィンランド等北欧からは製材用針葉樹の丸太

や再製材用原板が輸入され，輸入木材の多様化が進んでいる状況である。

このような現状を踏まえ，各輸出国について環境問題と資源問題，そして輸出

政策の動向等を略述してみたいと思う。

はじめに

米 国 アラスカ州は広大であるが，製材用に利用できる木材は太平洋に沿った海辺の

森林だけである。そして，海沿いでも北へ行くにつれ樹高が低く枝が根元から出

ているクリスマスツリーのような木がほとんどで，主としてパルプ用原木であっ

て，現在，アラスカ・米栂として目細の良材を産出しているのは南部の太平洋岸

の島々の一部だけである。この地域のインディアン保護区は，所有する原住民部

族により自由に伐採し原木輸出が可能であったが，良質材の産地は残り少なくな

っている。アラスカからの良質なシトカスプルース，ヘムロックの丸太，半製品

の輸入は今後急速に細っていくことになろう。

ワシントン，オレゴンの両州は海岸沿いに海岸山脈，東側にカスケード山脈が

あり，その中間は広大な平地で，腱業，林業の盛んな州である。わが国の北米材

丸太輸入はほとんどこの2州からであるが，わが国の買い付け急増により州内の

製材工場等の原木確保が困難になって地域の木材産業の衰退を招くとして，国有

林の丸太輸出禁止，州有林の丸太輸出規制等が次々と強化された。

さらに，絶滅の危機に瀕している野生動物の一つとしてマダラフクロウが指定

され，環境団体の提訴を受けて連邦裁判所が公有林の天然林の多くに伐採禁止の
＊日本米材協議会

会長
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仮処分をした。このため両州の国有林伐採量は最盛期の90％減になり，国有林に

依存していたカスケード山間部の製材工場，合板工場等は工場の操業が困難にな

って，伐採，運送を含め多数の失業者が生じて町全体がゴーストタウン化する等，

社会問題にまでなっている。

クリントン大統領は，7月1日に統一森林保誰計画として,10年間に約5000万

nfの国有林伐採計画を発表したが，木材業者はこの数字を焼石に水の量として不

満をもらし，一方環境団体は，このような妥協は許せないとしているので，先行

きは全く不透明である。

両州の木材産業は天然林の減少，そして二次林の主伐期は数十年後という環境

の中で，米国南部松やカナダB.C.州の木材製品に挟撃され地盤沈下をしつつあ

ると言わざるをえない。

わが国は両州から丸太と製材品を輸入しているが，日本人が好む目細の天然林

の減少により丸太輸入は減少しつつある。一方，製材品は目細天然林材を高品質

材として日本人が好むため，丸太輸出を禁止された公有林材が日本向けに製材さ

れ，今日も大量に輸入されている。米国西部木材産業は，最近LVLや大断面集

成材等の加工木材の生産に生き残りをかけて取り組んでおり，今後これらの輸入

は増加していこう。米国政府が木材加工製品の関税撤廃を強く求めているのはこ

のような事情があるからであろう。

カナダは国土も広く，森林資源,鉱物資源に恵まれた国である。人口は2700万

人，その6割以上がオンタリオ，ケベック両州に住んでいる。一方，森林蓄積の

42％，製材品生産の約60％は太平洋岸のブリティッシュ・コロンビア州(B.

C.州）であり,B､C・州の森林はほとんどが針葉樹林である。

わが国はB､C.州から大量の製材品を輸入している。昨年の通関統計によれば，

カナダからの木材輸入量は針葉樹製材品441万㎡，広葉樹製材品1万㎡で，針葉

樹製材品のほとんど全部がB.C､州からである。針葉樹製材品についてだけ見れ

ば，米国からの輸入量211万m@の2倍以上である。

B.C・州の面積は9480万ha,日本の約2倍半であって，面積の64%,6030万

haは森林，このうち経済林として営林されている面積は5000万haを超える。

B.C.州の経済は林産業への依存度が大きい。州の人口の10%近い19万人が

材産業およびその関連産業に従事している家族といわれ，紙パルプエ場20,製材

工場350を数えている。したがって，林産業が活況か否かは州の経済へ多大な影

響を与えるので，州政府は環境問題を踏まえながらも大規模な伐採規制ができに

くい状況である。

B.C・州の森林の95%弱は州有林であり,州有林以外は国立公園地帯に若干の

国有林，里山に若干の農家保有林がある程度である。したがって木材産業用の原

木は，ほとんど全て州有林に依存しており，この点では州政府が生産量のコント

ロールをしやすい状況にある。

B､C・州政府は木材産業を育成するため,1980年代に伐採許可量を大幅に拡大

した。90年代に入り世界的な環境問題に対応して,B.C・州政府も持続可能な林

カナダ

3
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4

ロシア

ニュージーランド，

チリ

業政策を模索しており，とりあえず数年かけて伐採量を漸減させて年間7000万㎡

ベースにするとのことである。

さて，年間伐採量が7000万nfになり，原木の70%が製材用,20%がパルプ

用，その他用が10％としても，製材用原木は4900万㎡になる。丸太の検量方法

がわが国とは異なるので製材品生産量は3000万㎡を超えよう。ところがB.C・州

の人口は少なく，州内の製材品需要量はいくらでもない。したがって製材品の約

80％は輸出向けであり，輸出の大部分は米国で，日本向けは輸出の10％強であ

る。しかしこの数年，日本向け製材品をつくれる製材工場も増えており，日本を

米国に次ぐ輸出先として重視している。

B､C.州の木材産業は本来輸出指向産業である。この十数年，日本のニーズを

研究し，在来工法用の柱角，桁角，母屋角，土台角，間柱，筋かい等，寸法精度

の高い定尺の製材品をつくるようになり，日本の需要筋に良質製材品として浸透

した。したがって，日本向けが米国向けより安定し有利とされれば，日本向け製

材品輸出は漸増しよう。資源問題，環境問題を折り込んでも,B.C.州の製材品

は輸出余力が十分あるのである。

ソ連邦が解体し，ロシア共和国は市場経済への移行に試行錯誤を続けている。

経済政策も朝令暮改，しかも末端には中央の政策が十分に浸透しないなど混乱状

態である。このような社会情勢の中で，シベリアに住み，そこで生活している伐

木業者は自らの力で稼いでいかねばならず，かつ，ルーブル価値の下落の中で輸

出してドルを稼いだほうが有利なので輸出意欲が高まっている。したがって，わ

が国のロシア産針葉樹丸太の輸入量も，1991年,92年の360万nfを底として，本

年は440万nfくらいに回復すると見られている。シベリアの環境問題をうんぬん

するのは生活に満ち足りたアウトサイダーの人々である。そこに住み，林業に生

活の糧を得ている人々は何としても生きるための糧を得なければならないので，

来年はさらにロシア産針葉樹丸太の供給圧力が強まるのではなかろうか。

両国ともに主要輸出樹種は米国南部原産のラジアーター松の人工林であり，ニ

ュージーランドには若干の米松丸太もある。

ニュージーランドのラジアーター松は，戦前植林木と戦後植林木との端境期が

1980年代にあり,年間輸入量が88年には60万㎡にまで落ち込んだが，戦後植林

木の伐期が到来して昨年はラジアーター松120万nf,米松60万nfの輸入をみた。

ニュージーランドのラジアーター松はこれから21世紀初頭に向けて戦後植林木

の伐期が最盛期を迎えるが，カナダB､C.州同様，人口が少なく国内需要は限ら

れているので，政府も輸出に前向きに取り組んでおり，そのための港湾施設等の

整備を進めている。

また，国有林の人工林の多くを民間に売却し，民間資本の導入で林産業の活性

化を図っている。わが国の大手業者も，30年間伐採可能，そして伐木跡に植林を

行えば伐期が30年くらいなので次の30年間も伐採が可能といわれる広大な人工

林地を取得した。ニュージーランドの地形は，海岸から農地，なだらかな放牧地，

林業技術No.6191993.10



緩やかな傾斜の人工林地，傾斜が大きくなると天然林地，さらに高峻な山地とな

っており，環境への配慮は行き届いている。

民間に払い下げられたのは緩やかな傾斜の人工林地であり，伐採後の再造林が

義務づけられているので，21世紀へ向けて多くの供給が期待できるソースであ

る。政府は将来に向けなるべく加工木材として輸出して，就業人口を増加させた

い意向であり，林地の払い下げを受けた木材業者は，合板工場，集成材工場，製

材工場等を建設している。今後は各種の加工木材がニュージーランドから大量に

輸入されることになろう。

チリは地球の全くの裏側，南米の太平洋に面して南北に細長い国である。この

国の南半分は気候も温暖で雨量も多く木材の生育に適している。ここもなだらか

な傾斜地に，戦後たくさんのラジアーター松が植林された。これらのラジアータ

ー松も伐期を迎え木材生産が急速に増えており，主として製材用，パルプチップ

用に使われている。最近は安い人件費を武器に枝打ち材の生産も始めており，政

局の安定化に伴い先進国の資本も入って木材産業の整備が進みつつある。

問題は片道1カ月以上かかる航海と港湾設備等の未整備であり，安定した供給

ソースにはなりにくいが，木材高騰時には相対的に船運賃のウエートが低下する

ので，高騰時の火消し役として頭に入れておかねばなるまい。

熱帯雨林は確実に減少している。大阪市立大学の吉良名誉教授によれば，ラワ

ン材の伐採は1ha数本の択伐なので，そのまま放置しておけばブルドーザーの踏

み荒した跡も数年で雑木が生い茂り，歩くのも困難なほどになるので，生態系の

保持，空気の浄化作用等の地球環境への影響は少ないとのことである。しかし，

これらの国々の爆発的な人口増のため，林道に沿って低地から人々が入り込み，

原住民を追い払って無秩序な焼畑を行うため山が荒れて表土が流出し，不毛の土

地に変わっていくようである。

マレーシアのサバ州，サラワク州は地球環境会議の提言を受け入れ，昨年後半

から大幅な伐採削減に入った。このため，両州の原木に依存するわが国の合板工

場ラワン材製材工場は丸太の不足と高騰に苦しみ，合板原木をパプアニューギ

ニアの雑木，アフリカ西部の広葉樹，あるいはカラ松等の針葉樹に求めて生き残

りを図っている。

しかし，このために熱帯雨林を原料とする合板力蛍不足しているわけではない。

インドネシアは十数年前に丸太の輸出を全面禁止するとともに，合板工場，木材

加工工場の建設を奨励し，同国の合板生産量はわが国をはるかに追い越しており，

米国,EC諸国，日本，韓国，中国等へ大量の輸出をしている。わが国への合板

輸出攻勢もすさまじく，本年は前年比20％増をもくろんでおり，国内の合板工場

が操業を短縮し生産調整をしているにもかかわらず，インドネシア産合板の洪水

になっている現状である。

環太平洋ではないが，本年はフィンランドからエゾ松の丸太と再割用原板，オ

5

熱帯雨林諸国

北欧,オーストリア

林業技術No.6191993.10



6

アフリカ西部

まとめ

－ストリアから欧州トウヒの丸太が輸入された。本年春先に，環境問題がらみで

米国の木材価格が暴騰し，つれてカナダB.C.州の製材品も急騰したため，新し

い供給ソースとして輸入されたものである。

北欧三国は人口が少なく森林資源は多いので，木材関連産業への依存度が大き

いが，従来の主要輸出先であったEC諸国が不況のため，代替輸出先として日本

市場へ参入したものである。北欧三国は年初に平価切下げをして輸出拡大を図っ

ているので，これからの動きとして注目せざるをえまい。

オーストリアは広大な針葉樹林を持っているが木材産業はあまり発達していな

い。従来はイタリア向けの輸出が多かったがイタリアも不況で輸入が細っており，

過剰な針葉樹丸太を日本へ輸出したものと考えられる。この辺になると，どうも

ピンチヒッター的な供給源と思われ，定着するのか否かはしばらく様子を見る必

要がありそうである。

赤道付近のサバンナから南へ離れると森林地帯が残っており，本年は合板用広

葉樹丸太が満船単位で何隻分も輸入された。国内合板工場の原料丸太不足を補う

ためであろうが，さらにサバンナが広がっていくおそれがないのかどうか，アフ

リカ材の輸入は十分調査をしたうえで行う必要がありそうである。

以上，木材輸出国の動向を，その資源，環境問題，そして政府の政策等につい

て概観してきた。

丸太輸入は，熱帯雨林と米国については今後漸減することになろうが，代わっ

てロシア，ニュージーランドは増えてこよう。そして北欧三国も日本市場への参

入を考えているので，針葉樹丸太については不足することはあるまい。これに加

え，製材品と加工木材は今後ますます輸出国の輸出圧力が強まり，輸入が増勢を

たどることになるのではなかろうか。日本が経常黒字を続け，外貨を十分持って

いる限り，世界の木材産出国は日本の市場を虎視眈々と狙っているのである。

国産材時代は手をこまねいていてはやってきそうもない。国産材業界の奮起を

切に願って筆をおく次第である。

＜完＞

大学支部会員の皆様へ
大学支部会員の皆様には,日ごろから協会の業務
につきまして多大のご協力をいただいております。

さて，森林・林業および関連学科について学ん
でおられる学生の皆様には，これからの森林・林

業・林業技術の発展のため，そのご活躍が大いに
期待されているところであります。

そのため，一人でも多くの学生の方々に，協会
の会員となっていただき，森林・林業に関する技
術について，より豊富な情報を獲得されるよう，
特に学生会員加入促進期間（平成5年10月1日

～平成6年3月31日）を設けました。

会員（学生年会費2,500円）になりますと，
●会誌「林業技術」が毎月配付される

●林業手帳･林業ノート･林業技術参考図書（今

年度は｢森林の動物100不思議｣）を無料配付
●本会発行の図書は定価の1割引き
●学生林業技術研究論文コンテスト参加資格
●その他会員交流の場において指導・助言を受
けられる機会があるなどの特典があります。
＊＊＊

会員の皆様から，未加入の学生の方々に対し，
協会のことをご紹介いただき，ぜひとも入会して
いただくよう勧誘をお願いいたします。総務部

林業技術No.6191993.10
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移動式製材機で

「道端製材システム」を〃
秋山富雄

L一一一一一一一一一

1．はじめに

森林を健全に維持し，良質な木材を生産するた

めには，間伐は欠かせない作業である。しかし，

林業労働者の減少・高齢化，木材価格の低迷等に

より間伐の実行が難しくなっている。特に，間伐

材等の小径木は，伐出経費がかさむ割に値が安い

ため採算が合わず，間伐されても林内に放置され

ている場合が多い。

“もうかる林業”“希望の持てる林業”の一環と

して,間伐材の生産コスト軽減方策として「道端

製材システム」が考案された。このシステムの主

役が可搬式の移動式製材機“かくびきくん”であ

る｡“かくびきくん”は昭和62年に1号機が開発

され6年目を迎えた。ここでは，移動式製材機の

開発された経緯，仕様，特長，製材コストおよび

開発後の普及状況等を紹介する。

2．移動式製材機が

る方法として，「木材製品価格に占める加工･流通

コストを軽減し，これを山元に還元できれば」と

いう発想から，伐採現場を移動しながら製材する

移動式製材機のアイデアが金田康嗣氏（愛知県南

設楽郡鳳来町在住，長峰産業社長，鳳来町森林組

合長）から提案された。このアイデアに基づき，

林業機械メーカーの㈱山福，丸鋸専門メーカーの

㈱天竜製鋸，同製鋸の技研事業部，静岡県林業技

術センターが共同して研究・開発に着手した。移

動式製材機開発の最大のねらいは，軽量，構造が

簡単，高性能にあり，試作から2年半，実験，改

良を繰り返した結果，1号機を完成させた。その

後も改良を重ね，現在，4号機が誕生している。

移動式製材機を山土場に据え，搬出された素材

を製品化して，直接製品市場や大工・工務店等に

流通させるため，今までのような原木市場，製品

開発された経緯

製品化された低価格の

外材輸入量の増大，国産

材価格の低迷，林業生産

諸経費の高騰，林業従事

者の減少等により，従来

の伐出作業システムでは

採算性はもとより，健全

な森林を造成することも

困難な状況になってきて

いる。

間伐材の生産コスト軽

減は，従前の伐出作業仕

組の合珊上のみでは限度

がある。これを乗り越え 写真．l「道端製材」移動式製材機“かくびき〈ん”

林業技術No.6191993.10
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鎧

写真･2クレーンによる移動式製材機の据付け

市場，小売業者から需要者への流れの何段階かが

省かれ，コストの低減となった。

3．移動式製材機の仕様

全長10.91m,全幅1.95m,全高1.26m,重さ

1.7t,動力源としてはディーゼルエンジン(4気

筒1,415cc,最大出力31IP)とモートル（定置用

主軸モートル7.514V・4P,2台付）の2種類が

使用できる。歩出し範囲45～195111III(1.5～6.5

寸)，切削可能木材径は元口径25011lll1以下,切削可

能木材長06～4m,オガ粉は自動排風装置より

ダクトホース10mで導く。

移動式製材機で製材すると,4.5cInのタルキか

ら18.1cmの柱材まで根太,母屋角,小I隔板,土台，

束柱等0.6～4mの長さの範囲で製品化できる。

4．移動式製材機の特長

①素人で製材ができる。

②ワンマン運転ができる。

③動力源はエンジン,モートルの2タイプがある。

林業技術No.6191993.10

④自動オフセット機構を採用している（送材ガ

イドレールを後退させるときに自動的に2枚

のチップソーが3mmずつ製材面から離れて製

品の挽肌を守り鋸の寿命を延ばす機構)。

⑤背割処理・板挽き・耳スリ加工ができる。

⑥労働安全基準法に基づく丸鋸反発防止器，反

発防止板を装備し，オイル切れや冷却水不足

によるオーバーヒートを防ぐため，エンジン

自動停止装置付きで安全である。

⑦エアーダブル芯出し装置によりワンタッチで

理想的な位置に丸太を固定する。

⑧ヘリコプターで搬送して林道のない林内でも

製材できる。

⑨架設・撤去が簡単である。

⑩ツインチップソーで1度に両面が製材でき，

優れた製品精度と挽肌が得られる。

⑪排出すべき価値のないオガ粉や樹皮，背板等

を林地に還元するシステムを採用している。

⑫今までのトラック搬送のように丸太同士のは

い積みによる空隙やオガ粉・樹皮，背板（通

称バタ板）等の余分な物は運ばないため，運

送費が軽減できる。

⑬移動式製材機の補助器機として万能小型テー

ブル盤“いたわりくん”があり，製材品の板

取加工・背板処理・割り物加工・背割加工・

杭づくり等ができる。

5．製材コスト

移動式製材機の市販価額740万円，耐用年数5

年，年稼働日数120日とすれば1日当たりの費用

は，賃金13,000円，労災保険料（26/1,000)，修

繕費2,000円，燃料費2,000円等を含めて26万

円くらいとなる。送材スピードは前進5～20m/

分,後退15～60m/分であり,1日当たり(6時間）

65～215本，4.5～9nfぐらいの製品生産ができ

る。ちなみに長さ4m,10.5cm角の柱で100本が

1日の標準となる（丸太に曲がりが多少あり，荒

挽。仕上げ挽きというように同じ製材面を2度挽

きした場合を含む)。

刃物は1～2日くらいで交換したほうが功程が

上がり，挽肌もきれいになり，エンジンにも余分
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写真･3簡易な建物内での製材

な負荷を与えず好結果となる。

6移動式製材機の普及状況

移動式製材機“かくびきくん”は，開発後，全

国各地で60数回の展示実演会，講習会を開催し，

国・都道府県の関係者，一般林業家等多くの方々

から，製品精度，使いやすさ，能率，安全面等で

高く評価され，新しい発想の移動式製材機として

注目されている。

昭和62年に開発したGK-480型22台と昭和

63年に改良されたGK-510型31台の計53台は

完売されている。その他現在数台が，受注生産さ

れている。

使用者は一般の山林家，森林組合，工務店，製

材工場木材伐出業者，公立林業試験場等である。

森林組合の労務班や伐木業者は搬出現場ばかり

でなく，雨降り対策として，簡易な建物の屋内で

活用している例も多い（オプションで専用のテン

トや照明装置も付けられる)｡工務店や製材業者は

モートルタイプを工場内で使用している。また，

これらの中にはレーザーマーキング方式による芯

出し装置を使い，製材歩止まりを向上させている

例もある。このほか1人作業をスムーズに進める 写真･4建物内における製材（モートルタイプ）

林業技術No.6191993.10
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写真･5建物内におけ

る万能小型テーブル盤

(エンジンタイプ）

ために，オプションで自動搬送システムや自動背

板処理装置を装着して使用している例もある。

最近，「道端製材システム｣の提案者金田康嗣氏

は，新たに｢道端林業」を提唱している。「道端林

業」とは，間伐の推進と間伐材の有効活用を促進

させるために，タワーヤーダと移動式製材機を組

み合わせて，タワーヤーダで集材された素材を移

動式製材機で製品化するものである。氏は中古の

クレーン車を買入れ，それに集材機を搭載し，タ

ワーヤーダに改造して道路から左右100m幅ぐ

らいを目安にして集材している。また，移動式製

材機の’号機から3号機までを長期にわたって活

用しており，その実用性は実証されている。筆者

らもすでに市販のクレーン車を利用し，クレーン

ヘッドの改良を行い,100m以内の間伐材の搬出

と製材を試み，集材コストと製材コストの低減を

図りうることを認めている。今後，林道網が整備

されれば可搬式の移動式製材機“かくびきくん”

の出番となり,r道端製材システム｣は一層脚光を

浴びるであろう。

7．道端製材システムが適する地域的な条件

ハイカットソーを開発したことにより，北国の

凍結材やアテの強い材および広葉樹が製材できる

ようになったため，全国どこにでも使用できる。現

に北は北海道から南は九州まで普及し始めている。

したがって，この移動式製材機の処理能力範囲

内で，作業スペースがあれば，どんな所でも使え

ることから，本システムには地域的な制約はない

といえよう。

8．おわりに

林業の現況から将来を展望する中で，間伐木の

製材コストを低減し，素人でも1人でも，間伐材

を現地で製品化できるようになったことから，高

付加価値化による効率的な流通システムが可能に

なった。本システムの導入を図ることによって，

林業経営者の事業収益が高まり，間伐対策が進む

など，林業の振興につながるといえよう。

しかし，本システムの導入に当たっては，製品

販路の開拓・確保と安定的な計画生産に留意する

とともに，採算面からは生産量の増大に努めなけ

ればならない。

“もうかる林業”“希望の持てる林業”に向かっ

て間伐対策の助っ人“かくぴきくん"，「道端製材

システム」が，今後ますます各地で活躍できる場

が広がることを願ってこの稿を閉じる。

（あきやまとみお・静岡県林業技術センター）

林業技術No.6191993.10
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山元製炭から庭先製炭へ

1．山元製炭

わが国の木炭生産は，かつては原木調達が容易

な里山で行われ，のち原木の枯渇・不足とともに

奥山へ移行した場合が多かった｡戦前から昭和30

年代，山に登ると，谷間のあちこちで炭焼き窯か

ら立ち上る青白い色などの煙がたなびいているの

を望見することができた。下山の途中，人里には

まだかなり遠い所で炭焼き窯や炭焼き小屋に出会

い，そこには独特のにおいが漂っていた。しかし，

このような風景は，今ではほとんど見ることがで
かみみのら世

きなくなってしまった。長野県北部の上水内郡鬼
鞍さ

無里村では，木炭生産最盛期の炭焼き窯の所在地

の分布を図上に再現している』)。この図によると，

炭焼き窯の多くは山奥の小川や沢沿いの地域にあ

る。沢は山からの木寄せに便利で，水に近いため

好んで築窯されたという。筆者も全国各地の奥山

製炭の事例を報告したことがある2)。

2．庭先製炭

山元での製炭は，築窯してから焼き終えると次

の山に移動して再び窯を築いて製炭を行った。し

たがって，原木の量にもよるが，比較的短期間で

の移動が繰り返されてきた。このため窯の構築，

木炭の運搬などに多額の経費や多くの労力を必要

としてきた。しかし近年は製炭地が山から里に下

り，いわゆる庭先（軒先）製炭が主となってきた。

これまで炭焼き窯は自動車が通るような道路脇で

はほとんど見られなかったが，最近は各地で見か

けるようになった。このことについて，現在，わ

が国で木炭生産量の多い岩手県と和歌山県の事例

を述べたい。

a)岩手県の事例

福宿光一
－

岩手県では,昭和40年ごろから製炭経営の合理

化等のこともあって庭先製炭（集合製炭）が普及

するようになった。庭先製炭は，その多くは製炭

原木の集材，木炭搬出の便などから家の近くの道

路脇に炭焼き窯が構築された。山元の場合と比較

して窯は大型化し，従来の30～35俵から100俵

(15kg'換算）くらいと出炭量で約3倍の物も出て

きた。窯の耐用年数も長期化し，窯数も1戸当た

り1基から数基へと増加の傾向にある。これまで

全国いずれの産地でも，炭焼き窯の位置が自宅か

ら遠距離になると山元へ通うのは容易ではなく，

また，作業の都合で山小屋に泊り込むことも多か

った。製炭者の年齢も50～60歳代が中心で,年々

高齢化している。したがって,高齢者にとって夏・

冬の気候条件の厳しい山地での原木の伐採，炭材

の運搬，製炭，木炭の搬出等の諸作業は，かなり

きついものとなってきた。また，山小屋を生活の

本拠とする人たちにとっては子弟の教育にも支障

をきたすようになった。このような状況下，庭先

写真･1庭先製炭（岩手県二戸市福岡）

林業技術No_6191993.10
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和歌山県日高郡南部川村炭窯分布図
(平成3年9月現在，南部川村森林組合資料による）

製炭への転換は画期的なもので，もし転換してい

なければ製炭者は激減し，現在の製炭者の1/3残

ったかどうかといわれている。また，高齢者にと

って，地元で働く場所はほとんどなく，出稼ぎも

建設工事もいやとなると残る仕事は製炭しかなく，

庭先製炭はそれを可能にしたのである。

岩手県では，昭和50年には総製炭量9,793tの

うち6,313tが庭先製炭の生産で，その比率は

64.5％，さらに完全商品の切炭は総生産品(包装）

の約80％力嘘先製炭からのもので3)，その比率は

現在ではより高まっていると思われる。最近の傾

向として，林道をはじめ道路の整備によって車に

よる製炭原木の搬出が容易となり，自動車の運転

材喋技術No.6191993.10

のできない人は，製炭用原木を山からクレーン付

きのトラックで業者に庭先まで運んでもらえるよ

うになった。製炭作業そのものは技術改良などで，

原木割りは木割機でと高齢者でも可能であるが，

山元での原木伐採夫は激減しており，若い人でも

50歳代で,30歳代の人はいないといってよい。製

炭にとって伐採夫の確保が最大の課題となってい

る。

b)和歌山県の事例

和歌山県では,昭和50年ごろから道路脇に築窯

して製炭を行う庭先製炭に移行し，現在では県内

の約70%が庭先製炭である｡炭焼き窯は山元製炭

のころより大型化し，1基70～80俵(15kg'換算）



のものが多い。紀州備長炭の主産地である日高・
むろ

西牟婁郡下では，原木のウバメガシ（現地ではバ

ベという）が多い海岸地帯の道路脇などに集合窯
ひさがわあた麓

が分布している。西牟婁郡日置川町安居では，現

在は庭先製炭であるが,昭和49年ごろまでは山元

で行い，製炭の繁忙時には多くの人は「いごや」

と呼ばれる山小屋に家族とともに住み，作業を行

っていた（同所，玉井又次氏談)。
み毒ぺがわ

図は，紀州備長炭の主産地である日高郡南部川

村の東部地域の炭焼き窯の位置を示したものであ

る。南部川村は周囲を約400～770mの山々に囲

まれた典型的な山村で，龍神村境の虎ケ峯に源を

発して南西に流れる南部川の本流沿いと，支流の

市井川，東神野川，木川，軽井川等の渓谷沿いに

集落が点在し，現在の炭焼き窯のほとんどは道路

脇に設けられている。その多くは山元から庭先に

移動したものである。南部川村の南に隣接した田

辺市秋津川でも，渓谷の道路沿いで庭先製炭が行

われている。

紀州備長炭の庭先製炭を行う場合の窯の構築場

所の選定の条件としては，一般に①湿気のない場

所であること，②使用上の赤土（粘土で粘質の強

い砂礫を含んだ土質が最もよい）の採取に便利な

所，③用石の採取に便利な所，④水の便がよいこ

と，⑤炭材の運搬に便利な所，⑥窯庭となる平坦

地が広い所，とされている61)o

c)庭先移行に伴う変化

炭焼き窯が山元から庭先に移行したことによっ

て，これまでになかった現象が散見されるように

なった。例えば，炭焼小屋に電灯が入りテレビが

13

1

雲一声

写真･2庭先製炭（和歌山県日高郡南部川村）

置かれたり，町から炭焼きに通う人のためにシャ

ワー付きのプレハブを設けた所もある。宅配業者

が段ボール箱に入った木炭を集荷に来るケースも

ある。一方，窯の近くにある住宅や病院などから，

煙が入るとか，副産物の木酢液のにおいが臭い，

といった苦情が寄せられている所もある。炭焼き

窯自体，土を使わず，耐熱の鉄製の製炭炉に替わ

った所も出てきた。木炭の良さが見直されつつあ

る現在，製炭の庭先化は製炭者の高齢化とともに

どのように推移していくのであろうか。

（ふすきこういち・白鴎大学教授）

参考文献

1)鬼無里村木炭生産研究会ほか(1988):「信州鬼無里の
炭焼きものがたり｣．銀河書房},p.29
2）福宿光一(1985）？非定住製炭者について－立正大
学地理学教室創設60周年記念論文集「地域の探究｣．古今

書院,pp.355-364
3）岩手県(1982):岩手県林業史,P.1036
4）和歌山県山村対策課(1990):紀州備長炭,p1

最新･森林航測テキストブック
【渡辺宏著9A5判,276ページ，定価3,500円（税･送料込)】

『森林航測テキストブック』は，これまでも多くの方々にご愛読いただいてまいりましたが，

最近の航測技術の発展を考慮し，それらの成果を取り入れつつ，ここに最新版として再度衣替
えのうえ発行の運びとなりました。基礎編・応用編のみならず演習編をも備えた本書は，学生
の皆様にはもちろん，新しく職場に入られた方，これから航測技術を援用しようとされている
研究者の方々まで，幅広く活用していただけるものと存じます。

お問合せ・お求め先…･･･(柵日本林業技術協会事業部(aO3-3261-6969,FAXO3-3261-3044)

林業技術No.6191993.11)



14

鴬“静淵函静對函静淵函静斜酌篤斜”除斜函際搦函臘･斜函静斜“静鐵”蒔斜c，静斜”降胤G奉斜G･蕉常c，静捧g静券，静鶯c奉蕩函静鴬函静鴬”静斜c*

第39回林業技術コンテスト要旨2
前号に引き続き，本年5月に開催された「第39回林業技術コンテスト」の発表要旨を紹介します。
各発表者の所属は，前号同様発表時のものとさせていただきました。

さて，本コンテストは，林業の第一線で実行または指導に活躍されている方々を対象として実施さ
れているものであることは前号でも触れました。そして審査の結果，林業技術の向上のために効果が

あり，成績が優秀と認められた方を表彰しています。ここで効果（内容）が重視されることはもちろ

んですが，成果を過不足なく，わかりやすく発表するテクニックも1つの審査基準となっている点を
確認したいと思います。情報の発信者から受け手に「流れやすい」ことも重要な点だからです。

斜“鴬攪c，静鴬唖鴬埼函静斜函除斜函終駕“静斜c，驚斜Gg除斜函擶蕩函降斜G･静科函除蕩函静斜G，静鴬Eｮ鴬募G，驚斜G動誇葺G動驚鴬G幸蕊Eg鳶募G動静斜”鳶

O林野庁長官賞

平成3年台風19号による森林被害状況と治山対策

1．はじめに

玖珠営林署のヲシカ長尾国有林

は,平成3年に台風19号により大

被害を受けた。下流には，深耶馬

渓の「一目八景」等の観光地があ

り，また集落もあり，早急に二次

災害を防止する必要があった。

しかし，資材運搬路がなく,V

字型の渓谷でヘリコプターによる

資材運搬も不可能であり，早急な

工事完了が迫られていることなど

から，応急措置として現地の岩盤

を有効に利用し，施工が簡単で流

木を抑制でき，しかも経費の安い，

新しい工法の鋼製杭を施工した。

熊本営林局多良木営林署

田代情

かなりの効果があったので報告す

る。

2．施工箇所の概要

(1)設定場所および対象面積

ヲシカ長尾国有林1～2林班

2()2ha内

(2)地形および地質
心つ

激しい侵食によって奇岩が屹立

した地形で，渓床は基岩が露出し

た急峻なV字谷を成し，地質は第

四紀洪祇世の耶馬渓溶岩から成り，

輝石安山岩・角閃安山岩から成っ

ている。

(3)被害状況

この地域は，地層が浅いため風

表．l治山で実施した台風被害対策工事

1．鋼製杭打工 3カ所21本 1,442,000円

スクリーン型 11.0ton 14,956,537

2．鋼製谷止丁

スリットダム 8.1ton 21,536,000

3．倒木除去 2カ所(84.3ha) 999.100

4．林内倒木処理(丸太柵工） 0.78ha 2,461,700

林業技術No.6191993.10

倒木によって崩壊地が発生し,202

haの中に57カ所(3.93ha)の崩

壊地が生じた。

崩壊地は全て基岩が露出した状

態で，倒木は谷に堆積したままで

水の流れを止め，梅雨期や台風時

の大雨により，下流へ一度に流れ

出す危険な状態にある。

3．実行結果

19号台風襲来後当署管内で実

施した流木対策工事は,表･1のと

おりであるが，そのうちヲシカ長

尾国有林では鋼製スクリーン型ダ

ム1基のほか，露出した基岩を利

用して鋼製杭打工法を実施した。

新しい工法の鋼製杭打工法は，

地形が急峻で運搬路がないため，

機械力による倒木除去が困難な箇

所で，下流域に被害を及ぼすおそ

れが最も高い危険な谷，3カ所を

選定し実施した。

工事箇所は，資材運搬路がない

ため歩道を整備し，人肩により鋼

製杭，コンクリート材料等を運搬

する難工事であった。

工事内容は,図･1のように岩盤

を掘削し，鋼管(長さ2.0m,径

21.6cm)の中にコンクリートを充
てん

填した鋼製杭を，図･2のように1

カ所に7本，3列に並べて立てる

工法とした。
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写真．l鋼製杭打工法

|、2

図･1

鋼製杭設置

詳細図
(S=1/20)

1．2
図･2

鋼製杭位置

詳細図
(S=1/50)
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実行した結果については，平成

4年度の梅雨は雨量が少なかった

ので流木は出なかったが，8月8

日に襲来した台風10号では大雨

となり，上流の谷に堆積していた

倒木がかなりの量流出した。しか

し,写真･1,2で見るように,鋼製

杭やスクリーン型ダムによって止

められ，下流には流出せずに二次

災害を防止することｶﾖできた。

4．考察

鋼製杭打工は治山工法としては

新しい工法であるが，機械が入ら

ない岩盤に覆われた急峻な地形の

谷では，流木を止める効果は大き

く，下流の深耶馬渓･深瀬地区(39

世帯･143人)住民の要望にこたえ

ることができた。

この工法は，安価で短期間に施

工できるので，今後も資材の運搬

手段がなく，人力施工しか方法が

ない場合の応急的流木対策の簡易

工法として積極的に取り入れてい

きたい。

写真･2スクリーン型ダム

林業技術No.6191993.10
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回日本林業技術協会理事長賞 主要と考えている柱材のウエート

が高く，柱材以外の立木は無視さ

れた因子にあることから柱材は精

査し，その他パルプ材等は目測を

採用した。

(2)林業労働者の減少が進行して

おり，最少限の人員で成果を求め

る調査を考慮し，標本抽出調査法

を採用した。

(3)試験をするための調査箇所は，

既に毎木調査実行済みの箇所を選

定し，標本抽出調査法で再調査し

て比較検討したものである。

①現地調査前の準備作業として

基本図に30m間隔の格子を組み，

収穫調査簡便方法の一考察

東京営林局笠間営林署

市毛二郎・飯村善美

1°はじめに

立木調査，立木販売の積算価格

の算出方法は従来の方式のため，

担当者は事務処理に苦慮している。

また，予定価格は入札業者の価格

と合致するのが理想であるが，予

定価格に対して落札，不落札の価

格差は大幅な開きがあることが多

そこで，立木買受業者の算定因

子等を究明し(表・1)，調査の考え

方，方法等に思い切った簡便方法

を取入れ，業務の改善を図ること

を目的に取り組んできたので，そ

の成果について報告する。

2．調査方法

(1)立木（スギ，ヒノキ）取引価

格の主な因子は，立木買受業者がい実態にある。

表．l立木販売関係業者による聞き込み調査結果表

◎設問：｢立木(スギ･ヒノキ)で購入する場合に見積価格を算出する因子に

特に霊要と考えている項目を挙げてください」

｡聞き込みの結果

①柱材がどれくらい取れるか

②枝打ちが完了しているか

③産地はどこで鰡柄材か

④曲がりの程度は

⑤林齢は高いか

。材色は（特にスギの場合に重視）

⑦腐れはないか

以上のことを条件にし,材の搬出のための施設および事業費を控除して

見積価格とする

表･2調査項目

傾斜補正

立木胸

灌
(プロット内）

樹
用途別
品質等

18cnl静割
4.0m

(プロット周辺） 土壌（型・深・土性等）
風衝害等
下層植物

その他周辺，除地，実測要・不要

山分け保残区域，保残木，更新，搬出方法

1プロット面積50.265m',

ha当だりプロット数10点以上，
（標準地面積5％以上）

プロット設計図図･1

林業技術No.6191993.10
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調査箇所は成長のそろった林分

と，地形および土質により成長が

異なった林分の2カ所を調査した。

毎木調査と比較した結果，両方と

も柱材とする調査においての調査

誤差は10%以内にとどまり,好結

果が得られた。また，柱材以外の

パルプ材等についても同様である

(表・4)。

なお，調査に不慣れもあり，プ

ロット内の立木調査を多くする傾

向が見られ，過多の数量になった

と判断されるので，傾斜補正等を

行い調査すれば，いっそう良い成

果が期待できる。

調査員の軽減については，現地

調査では毎木調査で比較すると

30％程度(1ha当たり3.0人工，

今回調査1．0人工）と大幅な労力

減となった。

従来別々に立木，搬出系統，跡

地更新等の調査を実施してきたが，

今回の調査では総合的調査ができ，

効率が良かった。

今後，さらにこれ以外の簡略調

査方法等を組み入れながら，さら

に試験を続け，最も簡便でかつ精

度の高い方法を検討していきたい。

よび樹高（柱材は実測，その他は

目測)，用材,品質区分等を調査す

る。また，プロットの周辺につい

て地況，林況を調査し，保残，搬

出系統，山分け，除地区分，跡地

更新等を合わせて調査する（図．1，

表･2)。

④プロット調査は全区域に及ぶ

ので，周囲等が基本図と異なる場

合や除地区分を必要とする場合の

み補足的な測量を行う（表・3)。

3．調査結果

交点を調査プロットとして設定し

た。なお，空中写真等を利用し，

対象区域（小班）の確認等を行っ

て除地等を確認しておくこととす

る。

②調査員1名，作業員1名の態

勢で，コンパス（クリノメーター

等),メートル縄を使い基本図と現

地で確認できる箇所からプロット

を順次設定する。

③プロット内の調査は，半径4

m内の全木を，樹種ぅ胸高直径お

表･3調査野帳

プロッI、番号NO調査年月日平成年月日

調査員

場所林小班

質
－
，口 備 考樹高 用材区分樹種 胸高直径番号

ﾛ

1

2

3

4

5

山頂：（緩急）山腹？（凸凹平）山脚：（侵堆）

BABBBDBD(d)BE泥

3030～6060

砂1/3～2/31/3以下粘土1/3～2/3以上

強弱なし

局所地形

土壌型

深度

土性

風衝害

表･4調査結果の比較表

誤差率毎木調萱 標本抽出調萱

分区

鍵
↓
埋
矧
細
部
調
控

漬
鑑
２
個
９
駆
如
〃

一
十
一
十
一
一
一

材材種
-IVf-

565.19

322.95

87.51

58.27

21.07

4214

数
本
呵
蜘
測
乃
詔
船２

本
一
ｆ
ｆ
ｆ

材積

-nf-

574.15

292.11

95.09

39.71

12.54

34.96

本数
一本．

1.030

1,263

2,168

56

67

261

ヒノキ（元玉）

〃（中玉，根曲）

〃（（ルブ）

スギ（一般用材）

アカマツ(パルプ）

その他L(パルプ）

－91－41,048.561,097.1314,422計 4,845

林業技術No.6191993.10
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｡日本林業技術協会理事長賞 1°はじめに

立木販売の評定業務のうち，製

品市場単価(A)は分散システム

により処理されることになったが，

事業賀(B),施設費(C)の積算

は，計算過程が穆謝帽であるため手

計算（半日から2日を要した）で

行われてきた。

そこで事務処理をパソコンで

｢楽に，早く，正確に｣処理すべく

システムを開発したので報告する。

2．システムの開発

(1)システムの構成：rB．C経費

積算」のほか，手計算で相当の時

間を要している｢伐倒費控除概算」

r集材距離の計算」r立木市況率の

計算」についてもプログラムを作

成し処理できるようにした。

(2)メニューツリー：図のとおり

である。

(3)ワークシート上のポジション

：ロータス123のワークシート

において，入力表や評定書等のス

ペースを決め，評定要領に基づい

て単価表，功程表を作成し，計算

式の挿入やマクロプログラムの作

成を行った。

(4)操作方法§「積算因子入力表

1」「積算因子入力表2」は表・1，

2のとおりであり，該当柵に各穂

算因子を入力すれば，自動実行マ

クロにより瞬時のうちに計算結果

が求められる。この入力表を別様

式としたことがシステムの取扱い

を簡単にし，システム開発の大き

なカギとなった。なお，求められ

る事業蟹(B)集計表，施設費(C)

集計表は表・3のとおりである。

3．実行結果

(1)主伐，間伐，全幹伐倒，伐木

造材，集材機，トラクタ集材，機

械木寄，伐倒費控除積算等，あら

ゆる作業種に対応できる汎用性の

高いシステムとなった。

立木販売B･C経費積算システムの開発について

長野営林局藪原営林署

高谷岩男・古幡勝利

メニューツリー

E冒~面~了面面詞E了反冒頭壺司厄~蕪両面雨司厩~塞癒壺祠

｜虚画面-面

L室画
堀~扇蔬苧焉扇扉壼司毎頭電原芯冨辰蜀壺壼

雁黄砺厩一壱詞扉涛詞信冒-5-王壼扇匠一雨定夛可匝壺詞E黄砺底‐古詞

表･1積算因子入力表1

販売物件 雫
一
》
｜
翻
一
》
｜
》
｜
函
一
鋤

輔震
lll:用材b2:パﾙﾌ゙

伐木造材｜全幹伐倒
本数｜材蹟|本数I材砿

有林

小遜

8．C達喪

算出因子 ド樹種別数量
伐木曾五木

倒ｶﾗﾏﾂ等

人工ヒノキ

N

L

造計

材

〈樹種別数量〉

Ａ
●●

10
●●●~■

2837

価
一
妬

４
》
調

早
へ
》
夕
】

『
日
■
■伐 採率30隣

人天別113人．2?天

主問別21主伐.2:間伐

、材穏用材ハ･ﾙﾌﾞ材

本数2,847

材翫1.263.76

生産貝込材城1.015.824

●巳4■｡

、材穏
一

本数

2847 1263.81

19 20~29 30‐

林地傾詞林地傾詞 lを入力I

疎 中 密

下闇械生

功程抽正

通勤時間距蕗

先山往復時悶

適用ﾁｪﾝｿー

下閣樋生 1 Iを入力

1･001

40扮(往復)120.0"(&"

Io"(往鋤
111:40-7OCC‘2'70CC-

醗 中 密

地裟植生

人
力
木
寄

111を入力

易
｡‐一宇守面

20-30

中
●は｡●●■④

10－19
一
師
－
１

離
一
乱
一

木寄集材の

傾斜区分 lを入力

畠
邑
八
ｍ
ｕ
》

易
旅
一
応熱人天

●
Ｒ
時
ｕ
●

中
一
物
》
肥

一
旧
郵
莎

難

"･皇脇…．
Ⅱ■宙包む■●■Pの

~28,70‐

隆
騒

受
■
『
勺
画
聖
■
■
■
■
I 1を入力

平均木寄距薗

1本当り材詞
擬’

賊地褒随生｜
木平均木寄距劇
寄

30ml木寄適用率l0.70
，3

蕊-…史+鴬…|!念入”
ml木寄適用率’

(注）数値は仮置きである。

林業技術NO.6191993.10



19

であったが，このシステムの使用

によりだれでも取り組める普遍的

り，簡単かつ短時間に印刷を含め

て30分程度で処理できる。

(3)評定業務は専門分野化しがち

(2)パソコン操作は，メニュー選

択により進められること，入力専

門の画面を用意したことなどによ なものとなった。

表･2積算因子入力表2

開
卓
南
弘
■
堅
■
駐
円
幽
■
幽

平均典材距敵

1本当り材積

横取距簸

坐憲皿込材積

作菓進作設延長
－

1日当り作鰯葹薗

<NCを入力）

4号5号6号7号

530鋤0

103103

．250250

1515

3.C姪涜

流出国手
２
０
３
０
５
０
》
２
３
一
一
一
一
’
一
一
一
一
一
一
一

号
紺
肥
加
ｌ
純
一
腿

１

１
－蕊

集
積
雅
中
易
疎
中
密
銅
‐
鋼
鶏
釧
珂
露
》
》
蕊
》
易
》
》
譲
坤
率
蓉

：

》
》
》
岬
》
》
》
峠
《
迦
惇
嬢
癖
郵
動
中
》
支
方
錘

１
遺

Ⅱ

多
侈
移

ｌ

提
材
駁

漬
子
墨
田
０
出
酢
算

嘩
一
溺
一
剥
噸
一
如
一
鳩

“
｜
碍
一
伽
一
蠅
一
却
一
鳩

城
一
ｍ
一
ｍ

8号

卜
う
ク
タ

里
、
一
，
一
ｍ m

－

，中

r4.16~2C

ｉ
ｒ
Ｒ
２

中

~4.16~20
ロ
園
国

易
詞 ロ

園
国

易
詞…偶

1本当り苦通築

材預全伸集

0．440 0.4,100.440 0.440 0.柵0

ﾄﾗ”纂材の

姐斜区分 I巻入力郷
－
３

が
一
人

翻
一
３

郷
－
３

蝿
－
３ 中 宙脚

イ

lを入力土
缶
沸
坐
式

入
咋
入
一
入

を
》
を
》
を

△
■
Ｉ
ｅ
ｒ
９
■
巳
吟
Ｏ
Ｈ
Ｌ

地衷植生蕊

人工古陸中

易

ひ◆守口pq争毎や｡口器一一口皇一ら■ ■■●｡■p●p●

ロー◆◆ー

－

巳｡~◆一

主物件のﾄﾗﾜｸ運負

.…‘…..iW~.…”
坐
坐
》

》
一
緬
一
》

▲--1■a…舎一◆■ら

や
卜
一
プ

lを入ズ
Bの一一鹿･岳

lを入ま
P命③●ひら。◆ひ0

1を入土

堕

堆喪植生中

密

|鯉
lKm

腿
蔵
飼痩
旬巳も○‐geq

砂 利

、

見

呼

町

分

星

９
，
■

４
』
ｌ
Ｇ
Ｏ
■
凸

■●■●竜■●q●画

1 11 I I I

灘
冬期冬朔臓
ひ●●⑥■･巳■■n口●｡●●●■

事婁期悩
唾
廼
隔
園
圃
団
圃

飼
増
藍

多段集材酵の功閏
下段鯉Nd IC入カ

ー●●●①■■■

l喜入土
ﾛ●■巳○や●｡■■

lを入士
ｍ
３
呼
遜
州

１ＫI悪路

適用率

劉唖

木曽五木
ID■色①凸●●●■●●●■■■q

天然林N
p■■⑪■COeG◆…~

人工林ヒハ
D●●◆◆ロー●●■■■｡。

人 工林N
一…一｡｡p●■●●

啄 樹
,■寺＝b■伊部･●F●◆

その他

草●早早●■■｡｡

ク
運
識

木曽五木
｡①凸●●●■●●｡■■■q

天然林N
●⑪■COeG◆…~

人工林ヒハ
◆あ●｡ｰ●●■■■印。

人工林N
C…一命○伊｡■■凸

広寓樹
中＝b■伊部･●FOc

その他

m3
Ccp●■●●■■

〃
e‐①I“●●

〃
心一●ーエ｡

〃

寺一

〃

運
賊
量

即
一
皿
一

乳
》
＆
《

皿
一
一

鋤
》
鋤
一
》
》
諏
一
諏
一
鋤

１
４
晦
伯
回
心
此
脾
旧
旧
心
挿
咽
’
ふ
い
ｈ
旧
炉
障
ｈ
旧
い

蕊

中間支捧中

島
四●■■◆◆■話一■←

支持再支柱

方式片支柱

両樫稼

スパン

菌所数

口
Ｏ
Ｇ
卜
ｒ
■
■
凸

15,5

§k譲畿 I

〉０
１
３

４

一

延
錘
峰 h･”･材(8)算出係敗－3 -1

注）数値は仮置きである。

表･3B・C経費集計表
簾放費【C》襲計裏事霊涛〔B）集計製

123い林小逓

且｢詩
初璽

m3 腿鼎曜， 渇孝(寡出侵拠)《共演掛金『＞ 頂！』 金顛 鑓唾這別

円
『
Ｊ
円

勾
呪

“33“3F職務掛金；67,660

瀞3.062厩【
31.746厩計”､026.M1卜

｜
造材巽

’

3419．2001．005.547別妖の通り

別紙の麺り

29I6G9“仏70イ.ﾛ”別曜の通り

酎隆の通り

(翠篭一X2‘篭ILO02.鯛l騨緩の透り
(単壷一N鰐鎧の通り

＄0.O122

さ0.01浬
一

■0.0139

怠0．0139
－

－

日0.01翻

血0．0134

”
一
判
一
料

分
趣
損
呼
憾

伏鰯玉切
一

全鈴伐倒 鋼材檀

《副l鍾分）

7.0Z8.M1労

》
一
》
一
一
》
一
》

トラクタ

(作寮通）

ﾄﾗｸﾀ擾斜

鍵

襲付要

現場人件費

《一牡作裳竿）

1.“2.627 当産見込材蹴1．016，3

灘
潮

風

輯
一
一

鍋
一
一

蝿
蝿
鷲

。
◆

６
《
７
－
侭

109‘8Z4偶
缶岳■昏一舎巳毎も一●

通爵経費 658‘944萱 竃澱涜

I

異地冊上料lllZ,罰81

113‘3zTk亀)､保険料率Q2“
3．41.弱011.0013師ll40CC-7虻5

鶚識溌織
燃
料
費
鋼
料
零

“d一色ぞ二一三一脚p－谷｡‐◆や一

鎖料|(単騎→N｜｜

換料I(車価→淵1.15711.”lM罰
撹料I(翠醍X

》
一
》
｜
砂
一
》
一
》
一
計

懲職爽

懲鴇費

感料読

計 9.297.712

叶
算
竃

摘砺

】､554
-

3.224

(Cl

トラヲク運鍛賢（｡〉

｛《a)?に)リカ0‘1

(a)亡掛金系

(､)+(柳十(c)+〔d)4《の+(『〉

嘘疑《但）

共済掛金、

Ig413
■■■■■■■■■■■

1GG 検
算
岩22‘2礎合計（臆） I

I(低)｡係敗、Pﾙﾌﾞ材’－1豚出蝿叡

注）数値は仮置きである。
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高性能林業機械研修における作業の改善点について

1°はじめに

本県では,平成3年の台風19号

による森林災害の早期復旧を図る

目的で，高性能林業機械の高率の

補助制度を設けた。これにより県

下にタワーヤーダ5台，プロセッ

サ5台，ハーベスタ1台とフォー

ワーダ1台の合計12台が導入さ

れた(平成5年3月末日現在)。事

業主体は，すべて森林組合となっ

ている。導入の早い組合で，やっ

と1年を経過したところであるが，

台風災害を契機に導入されたため，

十分なオペレーターの養成がなさ

れていなかった。このため，国の

高性能林業機械オペレーター養成

等推進事業に平成4年度から取り

組んできた。研修内容と併せて高

性能林業機械の作業の改善点や，

機械の改良要望点等を取りまとめ

たので報告する。

2．研修事業の概要

(1)研修目的

高性能林業機械の実践的な操作

技術の訓練および構造等の専門的

な知識を習得させ，優秀なオペレ

ーターの養成を行う。

(2)研修カリキュラム

学科は高性能林業機械の基礎知

識架線集材，電気油圧関係に，

ワイヤースプライスを組み合わせ

て5日間とした。実技は徹底した

実践形式により，各機種の基礎知

識と，始業・終業点検，基本操作

の繰り返しで，より多く機械を動

かすことを目標に15日間とした。

(3)研修機械

本県の林業機械の将来構想は，

タワーヤーダによる搬出，プロセ

林業技術No.6191993．10

福岡県林務部治山課

原田憲之

ツサによる枝払い・玉切りが主力

になると考え，この2機種を中心

に準備した。すなわち，タワーヤ

ーダは,森藤撒難戎のM-30,CKS

チュウキのクローバー(CKH

10500Z),及川のリョウシンタワ

ーヤーダT-30を，プロセッサは，

イワフジエ業のGP-30,新宮商行

のCP-30と小松FMGハーベス

タを導入した。

3．作業の改善点

(1)作業上の工夫点

①大型機賊の導入には，生産基

盤の整備と，作業ポイントの確保

が最も重要である。

②車輌などが通行のおそれのあ

る場合は,GYLに赤旗などで目

印を付けておく必要がある。

③タワーヤーダでの索張は，ラ

ンニングスカイライン方式での索

張が中心となるが，先柱のみの移

動では，15～20分で終了するの

で，タワーの控え索を先柱の変更

分を考えて補助のGYLを当初に

張った。

(2)機械の改良点

プロセッサの油圧ホースの位置

の変更，補強，安定感を増すため

の排土板の設置，はい積の材をそ

ろえるためのカバー部分の鉄仮の

補強等改良を部分的に進めている。

今回の研修生が機械の長所，短

所，改良点等のレポート提出した

ものを各関係メーカーに送付した

が，改良要望等100件以上もあっ

た。共通している意見は次のとお

りである。

【タワーヤーダ】

①アウトリガーの強化。作業上

横取りを無理するので，安定感を

増す必要がある。併せてGYLの

取付け部の強化と自由旋回できる

ようにする。

②インターロック機構がまだ完

全でなく,HALとHBLが力を

相殺している面がある。また，乱

巻になるおそれがある。このため

乱巻防止のワイヤーの押えのスプ

リングを強化した。

③操作盤を簡素化するとともに，

リモコン操作にすれば作業人員の

操作と荷はずしが1人ですむ。

④ランニングスカイライン方式

の索張が多くなるので,HBLを

ロックさせて横取りするが，ロッ

クが自動になると作業手間ｶﾖ省け

る。

【プロセッサ】

①ソーチェーンの目立てを簡素

化するために，プロセッサヘッド

の横にスプロケットを取り付け，

目立ては外側で行うようにする。

②枝払い時に，直径，曲がりの

表示が判定でき，材積計算および

最良の採材が自動的にできるよう

にする。

③プロセッサの中に簡単なワイ

ヤードラムを内蔵できて，ウィン

チ機能を備えれば材の集材が便利

になる。

④ボタン操作が多いので，極力簡

素化してオート測長をより正確に

する。

以上，研修では高性能林業機械

の作業能力を理解するとともに，

タワーヤーダ・プロセッサの組み

合わせで，当面1日当たり4人作

業で20～30m3前後の功程を確認

した。しかしながら，オペレータ

ーの経験不足，作業ポイントの問

題，機械の改良点等問題は山積し

ている。



モミサルノコシカケによるトドマツ溝腐病について

1．はじめに

モミサルノコシカケによって林

分の半分近くが溝腐病の被害を受

けているトドマツ人工林（昭和3

年植栽）について，被害状況を調

査するとともに，併せて収穫調査

に当たり適正な品位格付け，腐朽

の程度と造材歩止り，製材歩止り

等について調査したので，その結

果を報告する。

2．調査結果

(1)調査地

水田に隣接する典型的な里山で，

林分成長は良く，特等地(標高200

m,66年生,346㎡/ha,250本／

ha,樹高22m,直径39cm)に該

当する。

(2)被害状況

①本数被害率44％で小班全域

に，径級の太いものに多く，かつ

被害の程度も大きい。

②被害を受けやすい条件下（里

山，成長が良好で径級が太い，沢

沿いの平坦地等溝腐病の特徴）に

あった。

．③早い時期（30～35年前）から

発生したと思われるが，間伐が実

施されなかったので，被害木が除

去されず，林内の菌子密度が高く

なっていたことが被害を大きくし

たと考えられる。

④子実体の着生高が2.2m以

下に集中していること，着生方向

が山側，（斜面上方に向かって)右

側に多いことが特徴的である。

⑤腐朽部位が一応の傾向を示す

のは，当該林分が結果的に腐朽菌

の繁殖条件に適合している箇所と

考えられるが，今後さらに検証が

旭川営林支局幌加内営林署

高金哲雄

必要である。

注）一つの考え方として，腐朽

菌の侵入は樹幹等にできた傷

口によるものではないかとい

われているが，この場合，傷

のできる原因は，小動物，昆

虫あるいは枝の落下等の自然

現象など多種多様であり，そ

の部位も多種多様で特徴的な

傾向は生じないと思われる。

(3)造材および製材歩止り

①腐朽の部位が1番玉に集中し

ていることから販売価格が大幅に

下がることが懸念される。

②全体の出材率を見ると，立木

価格の出材率は52％,伐採結果の

出材率は63％となっているが,こ

の11％の差については,造材業者

の企業努力によるものと見てよい。

③製材歩止りについては，外観

上から判断できる（溝腐）腐朽程

度と樹幹の腐朽がほぼ同じである

こと，また，製材工場が小物まで

製品化するなど歩止り向上に努力

したことから，一般的な製材歩止

り（当工場：65％）より若干下回

る程度(61%)に納まっている。

3°まとめ

(1)この溝腐病の被害については，

品質の低下を招くとともに，一度
り

罹病すると回復が難しく，防除方

法も確立していない。唯一残され

ている防除方法としては，早期に

被害木を発見し，林外へ除去し，

林内の菌子密度を低くすることぐ

らいである。

(2)被害部位の大半が林床から2

m前後で，菌は幹あるいは枝から

侵入し木質部を腐朽すると恩われ

21

るので，収稚調査規程で追い上げ

(1.8m)をしても腐朽部位を避け

ることはできない。また，立木価

格評定上の出材率より造材結果の

出材率が高くなった要因の一つと

して，2番玉で3等以上のものが

採材できたことが挙げられるが，

これは溝のなくなった部位以上の

腐れ具合が少ないからだと言える。

(3)事後処理になるが，被害木の

立木としての外観上の評価のみで

価値が半減するような状態は，適

正な価値評価とは言えないと考え，

造材・製材歩止りまで踏み込んで

被害の検証を行った。

(4)今後，被害林分の調査と被害

の検証等の上に立ち，収穫調査に

当たっては，適正な品位格付けを

実施し，適正な価値評価に努めて

いきたい。

(5)更新については，天然木の侵

入が多い斜面下方で天Ⅱを，また，

I､ドマツの成長の良くなかった斜

面上部についてはトドマツ以外の

植え込みを，その他については伐

採時に形質の良好なトドマツを母

樹として残しながら地がきを順次

行う天I施業を考えており，さら

に溝腐病の検証を深め，きめ細か

な森林施業を行うこととしている。

I
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害発生時期は，6月から7月と推

測される。

ヒノキについては，3年6月の

調査から急激に食害痕が発生，し

たがってスギより若干早く，5月

から6月にかけて発生するものと

推測される。また，被害の程度は

食害痕から見てスギよりもヒノキ

のほうが大きいようである。

④ヒバノキクイムシ

スギ，ヒノキともに平成3年4

月の調査時にすでに虫害発生，し

たがって発生時期は，3月から4

月であると推測される｡なお，当

地域では暦による大ヅチ，小ヅチ

の日には伐採を差し控えるように

といわれているが，梅雨時期を除

きその関連性は認められなかった。

以_この調査結果から，虫害を受

けないためには3月までに搬出し

なければならないと思われる。

葉枯らし材における虫害の発生状況について

愛媛県松山地方局

村上克和

1．はじめに

葉枯らし材は，重量の低減や材

の色つやをよくするなどの効果が

あるが，時期によって虫害が発生

し，その虫害痕が材価を下落させ

るに至る。そこで，葉枯らし材と

虫害の発生時期との関連を調査し

たので報告する。

2．調査方法

林分：スギ，ヒノキの混交林，

28年生,平均胸高直径18cm,平均

樹高12m・

調査：平成元年7月から4年

10月の間に，伐倒は平成3年11

月まで，スギ，ヒノキそれぞれ1

本ずつを，月1回の割合で実施し，

スギ24本ヒノキ23本，計47本

について調査した。

試験材：伐倒の翌月から月1回

程度の割合で長さ60cI11を剥皮し，

その材面に残った各種食害痕を，

加害形態別に調査するとともに，

剥皮した部分に寄生する虫を採取

する方法で行った。

3．調査結果ならびに考察

調査結果：表｡lのように,虫に

よる食害痕はおよそ4種類に分類

でき，またそれぞれの加害虫も特

定することができた。

考察：それぞれの加害虫の発生

時期および特色は，次のように考

察できる。

①ハンノキキクイムシ

スギでは，平成2年6月に伐採

した調査木については調査初期か

ら食害が見られたが，7月以降の

伐倒木については初期から被害は

なく，平成3年6月になって急激

に食害が発生している。ヒノキに

ついてもほぼ同様な傾向が見られ

る。このことから，虫害発生時期

はスギ，ヒノキの別なく，5月か

ら6月であると言える。

②トドマツオオキクイムシ

スギについては，平成2年6月

の伐倒木を含め3年5月調査では

若干の食害，同年6月に急激な食

害，ヒノキについても同様の傾向。

したがって虫害発生時期は，ハン

ノキキクイムシと同時期（5月か

ら6月）であると言える。

③ヒメスギカミキリ

スギについては，平成2年6

月・7月伐倒一調査初期から食害，

同8月以降伐倒－3年7月の調査

段階から虫害発生，したがって虫

』

W

1
J

I

g望

魔
》
虹

色
Ｄ
且

州

写真･ヒバノキクイムシによる食害痕

表･1食害痕の形態と加害虫

番号 食害痕の形態 加害虫

⑦ 材内部に向かって直径1m程度の穴ができる ハンノキキクイムシ

② 材内部に向かって直径3m程度の穴ができる トドマツオオキクイムシ

③ 皮と材との間の円周方向に蛇行しだ食害痕ができる ヒメスギカミキリ

鑿窪蠣鰡顧艤認蜜認鼠擬暴ﾋパﾉｷｸｲﾑｼ④
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自然に優しい治山を目指して

1．はじめに

観光地における治山工事のあり

方として，自然景観と調和し，か

つ材料が簡単に入手でき構造が複

雑でない工法を案出し，成果を得

たので報告する。

2．工法

カラマツ間伐材を組み合わせて

パネルにし，それを貼り付けるこ

ととした。

化粧枠の構造：

①製材方法は,末口径14cnl前後

の丸太を用い,3面太鼓落とし(材

とコンクリート面との接着性を高

めるため）とした。横木は10×10

Cm･長さ30m,縦木は10×7cl11･

長さ1.5mを基本とした。

②コンクリート面への接着方法

は，ドリルで穴を開け，打ち込み

アンカーを入れ，取り付け金具

(ゼンネジ)を付け，ナットで固定

した。

③ネジの長さは，横木と縦木の

厚さとコンクリート面へのアンカ

ーの深さを考え25cmとした。

④配列については，いろいろの

パターンが考えられたが，今回は

横木を縦木で押えるというパター

ンにした。

この工法をr木製化粧パネル貼

付け工」と名付け，名称を「デコ

レーションパネル（デコパネ)」と

した。

3．実行結果ならびに利点

実行結果：

①カラマツ間伐材利用量は，貼

付面積1.0㎡当たり丸太原木

0.22㎡であった。

②工程調査では，貼付面積1．0

前橋営林局宇都宮営林署

中島崇・佐藤和久

㎡当たり普通作業0.1人で施工可

能であった。

③特殊な機材や技術が不要で，

施工は簡単である。

④外観的に自然にマッチして親

しみやすい。

工法の利点：

①地元産のカラマツ間伐材を大

堂に有効利用できる。

写真・施工後状況

材料

原木（直径14cm)

（））

■

太鼓落とし

OLF

lOxIO横材300

10×7縦材150

，
口

縦断面図

し

E二

m

■

回

■卜

・卜

，↓
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②現地に応じた貼付パターンが

できる。

③既設構造物への取り付け作業

は，特殊な技術を必要とせず安全

性が高い。

④現場で簡単に加工できるので，

将来的に取り替えも容易である。

なお今後の課題として，クラッ

クの発生(電気ドリルの使用)，ア

ンカーボルトの抜け落ち（凍結・

融解時),表面丸太材の腐食年数お

よび製材丸太の供給ルートの安定

確保等が挙げられる。早期解決に

向けて努力したい。

取り付け金具

アンカーゼンネジ(25cm×13cm)

唾一可

、 ｡
ワッシャーネジ

標準貼付け模式図

図・木製化粧パネル貼付け工（デコレーションパネル）

林業技術No.6191993.10
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ため，複雑な造材盤台を必要とせ

ず総体的に大幅な労務の減少が図

れた（表・2)。

(3)造材盤台の省略等により，伐

倒着手から出材までの作業期間が

短縮でき，新鮮材の供給ができた。

(4)集材作業において，作業索に

よる内角作業がないこと，および

グラップルソーの造材箇所付近に

他の作業者の配置が必要ないこと

等から安全性の高い作業が確保で

きた。

(5)スカイキャリー集材のため，

横取り距離が長くなったときの手

待ち時間に，盤台作業者による山

元巻立作業等が実行でき，効率的

な作業ができた。

(6)グラップルソーのオペレター

の技能習熟度により，集材量に対

し造材が対応できない場合が生じ

た。

自走式リモコンキャレジ（スカイキャリー）と
グラツプルソーを組み合わせた効率的な作業方法

名古屋営林支局新城営林署

山口力也

1．はじめに

元年度にグラップルソーを導入，

2年度にグラップルソー造材用の

測尺盤台を開発してグラップルソ

ーと組み合わせた作業仕組みの実

伝3年度は従来よりも性能の高

い自走式リモコンキャレジ（以下，

スカイキャリーという）を導入し

て，高齢級間伐等の集材作業にお

ける効率的で安全性の高い作業の

確立等，改善に努力してきたので，

その成果について報告する。

2°目的

従来の集材機による集造材作業

の一連の作業仕組みについて，ス

カイキャリーとグラップルソーを

組み合わせた新たな作業システム

による安全性と効率性を目指した

作業の確保を図る。

3．内容

(1)事業地の概要

事業地は段戸国有林125ほ林

小班，面積は2.58haでヒノ

キ人工林の皆伐地である。

(2)使用機械

使用機械ならびにその性能は，

表｡lのとおりである。

(3)作業仕組みおよび人員配置

作業仕組みならびに基本的な

人員配置は,図･1のとおりで

ある。

4．実行結果

(1)スカイキャリーの無線操作と

荷掛け作業の兼務が可能であり，

弾力的な人員配置ができた。

(2)スカイキャリー架線は3線を

必要としたが，架設・捌反作業が

容易であり（従来の半分の労務)，

また測尺盤台を使用しての造材の

集材

(スカイキャリー）

(グﾗｯプﾙｿー 測尺盤台）

回 ［囚厘
図．l作業仕組みおよび人員配置

表璽1使用機械

名称内容等

形式H=750B

スカイ最大巻上能力750kg
キヤリー走行スピーl-gO～105m/分

ワイヤー巻込容量8m最大60m

形式BM70S-"

機祇重量7,600kg

スカイ
キャリー

表･2副作業人工数

方法別 従来の
エンドレスタイラー

〔玉装造材）

今回の
スカイキャリー
（グﾗｯブﾙｿー 麹）

雇考
区分

スカイキャリーは
3線分

集材線架設

〃撤収

盤台作殼撤去

４
２
５

６
２
３

１
２
２

３
１

グﾗ､yブル
ソー

Ｈ
Ｈ
ｊ
ｊ
畑
畑
２
１
２
３
唾
霊

走行速度 〃

スカイキャリーは
測尺盤台を便用

I

グラッブルソー
最大玉切直径

7側、

採材可能寸法
2･3･4m

測尺盤台 鋼製2.mmx3.mm 計 121 45 76人蔵
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した。架設・撤収等の副作業には，

スパン等に多少の条件の相違はあ

るが，普通架線集材に比較して自

走式リモコンキャレジでは,約30

％の人工数で作業ができ副作業の

減少に役立った。一方，集材作業

では，自走式リモコンキャレジは

走行速度が遅いことと，1回当た

りの集材材積が普通架線集材に比

べて少量であることから，これま

でどおりの作業方法では，盤台等

での手待時間が多くなる。そこで，

今回は自走式リモコンキャレジの

欠点を克服するために集中盤台方

式にし，普通架線集材等を組み合

わせることにより，鵬台での手待

時間は解消された。

自走式リモコンキャレジは，条

件が整えば荷掛手1名と荷卸手1

名の2名で集材作業が可能であり，

今回は2～3荷ためてからトラク

タで盤台へ搬入するというサイク

ルで作業を行った。

なお，従事した職員の意見は次

のとおりであった。

長所としては，①架設・撤収の

人工数が減少する，②安全性が向

上する，③操作が簡単で，だれで

も運転が可能である，④少人数で

集材が可能である。

短所としては，①走行速度が遅

い，②横取可能範囲が狭い，③1

回当たりの集材量が少ない，④燃

料補給場所の設置が必要

である。

自走式リモコンキャレジによる保残帯の

全幹集造材作業の実行
大阪営林局 新見営林署

原田政幸

1．はじめに

新見営林署油野製品事業所の生

産事業も年々事業区が小伐区・分

謝上し保残帯等の実行が多くなる

など，作業環境が厳しくなってき

ている。本年度の事業は，事業地

を8カ所も移動しなければならな

い現状であり，この移動に伴う副

作業をいかに減少させ，生産性と

能率性を向上させるか，作業方法

の改善と安全作業の確保について

検討を行ってきたので報告する。

2．課題と実行

1セット11名という要員は,1

段集材では伐倒作業に従事する要

員が多く伐倒作業が相当堂先行し，

保残帯等地形によっては伐採作業

が接近作業等により1組しか作業

できないなど非効率な面がある。

しかし，年度当初には2段集材作

業が必要であり(11名必要)，次伐

区で1段集材になると，この要員

をいかに効率的に配置し，また，

8カ所の移動をいかにスムーズに

行うかが課題となった。

そこで，解決策として三光山国

有林で自走式リモコンキャレジ集

材と普通架線集材およびトラクタ

集材を組み合わせた，集中盤台方

式による全幹集造材作業を実施す

ることとした。

集中盤台方式の採用により，2

カ所の伐区で集材しながらトラク

タで全幹木を盤台に搬入すること

が可能となり，集材も造材もスム

ーズに流れるが，一方，要員の配

置は，普通架線集材を2カ所で実

施し集中盤台方式とすれば10~

13名の要員が必要となり，これで

は一貫作業としての要員不足とな

り，伐倒作業も集材作業も非能率

になる。そこで，自走式リモコン

キャレジを導入して，普通架線集

材の1カ所をこれに変えることと

したが，この方式によれば9～12

名で全幹集造材作業が可能となり，

9名で集造材作業を実施する場合

は2名が伐倒作業に従事すること

ができる。また，休暇等でセット

要員が減った場合でも，いろいろ

な要員配置の組み合わせが可能と

なり，集造材作業を休止すること

なく作業が実施できる。

3．実行結果

自走式リモコンキャレジは，ス

カイキャリー(H-1300D)を導入

三光山国有林作業功程表

副作業（人）

架設|撤収|その他計

副
計
』

・
業
人

主
作
く

》
瀞
林内作業

W耐/序
主作業

（人）
儲考

０
７
２
５
４

９
８
８
１
２１

777

220

320

237

777

8．6

25

39

15.8

6．3

伐 倒

普通架線

自走式ﾘモキヤレ

トラクタ

造材

90

33

45

15

114

54

37

分
分
線
線
１
２

35

29

５
６
１ ４
２

10 10

398 777計 297 64 21 16 101 2.0
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溌溌溌溌離溌競溌溌溌溌溌鶚溌鶚溌溌離灘競龍鶚競溌溌灘諜蕊雛溌溌溌灘競瀧溌雛溌溌溌灘灘鵜雛雛雛瀦

第4回学生林業技術研究論文コンテスト要旨
若い林業技術者の育成をねらいの1つとしている本コンテストは，今春第4回を数え，7本の入賞論文が決定

しました。各入賞者にまとめていただいた要旨を紹介します。なお所属は，応募時．現在の併記としました。

諜溌雛鶚溌難溌溌溌溌溌溌溌溌雛溌雛競鶚競蕊溌溌溌競溌難諜騨灘溌溌溌難瀦溌灘溌醗瀧溌溌瀦溌瀧溌磯

べ本一帯のシカ個体群にとって不嗜好性な餌植物であ

ると推察された。

夏期における各地点の糞組成に占めるrスズタケ」

は，越冬期と比べて低い占有率ではあるが，糞組成の

20％近くにまで達した。また，イネ科植物などを含む

｢グラミノイド｣は，一部例外な地点もあるが，糞組成

の30～40％を占めた。このため，両者を合わせた｢グ

ラミノイド全体」は，ほとんどの地点で糞組成の過半

に達した。さらに7｢,双子葉植物の葉部｣も，越冬期に

比べ高い占有率となったが，どの地点の糞組成におい

ても，20％程度にとどまった。

上述のように，桧洞丸一帯におけるシカ個嫡嫌の食

性は，両期間を通じてグラミノイド主体の傾向を示し

た。だが，糞分析の際，消化されやすい植物が，量的

にやや過小評価されることや，冬芽・樹皮といった木

化部分の判別に不明瞭な点が多かったことから，本結

果はシカの食性を正確に反映したものでないかもしれ

ない。しかしながら，上述の点を考慮しても，本結果

は，越冬期におけるスズタケ群落への高い依存を示し

ていよう。つまり，スズタケ群落の動態は，直接的に

桧洞丸一帯におけるシカ個体群の環境収容力を左右す

るため，仮に量的，質的に群落が劣った場合には餓死

を頻発させる可能性のあることを示唆している。その

ような現況下にもかかわらず，本調査地内に明らかに

低質化した，消滅寸前のスズタケ群落を所々で確認す

ることができた。

そこで，代表的地域（以下,Pエリアとする）を選

定し，スズタケ群落分布等の生態調査を行い，その実

％

林野庁長官賞

丹沢山塊檜洞丸一帯におけるシカの

食性一糞分析法による餌植物組成の検討を
中心として

玉川大学農学部林学研究室
現・青年海外協力隊候補生 井上裕司

絶対的な捕食者が存在せず，かつ狩猟も禁止されて

いる今日の桧洞丸一帯において，ホンシュウジカ（以

下，単にシカと略す）個体群の制限要因として，かつ

て餌植物とともに肝要なものであったカバーは，その

効力をほぼ失っている。そのため，桧洞丸一帯におけ

るシカ個体群の動態は，越冬期において唯一常緑で豊

富に現存するスズタケの量的および質的な動態に強く

左右されやすい状況下にあるものと思われる。

そこで,key-plantsとしてのスズタケヘの食性依存

を把握するために，桧洞丸一帯におけるシカ個体群の

食性を，糞分析法を用い考察した。また，スズタケ群

落における質的および量的動態把握のために，越冬地

におけるスズタケ群落の生態を調査した。

糞分析に用いる糞粒は，一帯の植性や環境などを考

慮して，9地点より採集した。糞の植物片は，現地に

生育する餌植物より作成したレファレンスを基に,「ス

ズタケ｣，「グラミノイド(スズタケを除く)｣，「針葉植

物の葉部（スギ・ヒノキを除く)｣，「スギ・ヒノキの葉

部｣，「双子葉植物の葉部｣，「シダ類｣，「その他｣，「判

別不能」の8項目に分類したcその全地点平均の結果

を図に示した（地点別については省略)。

越冬期における各地点の糞組成は，特に優占度の高

い常緑性植物である「スズタケ」が，糞採集地点周囲

の群落組成やスズタケ群落の分布に関係なく，一律に

過半近くに達した。よって，スズタケ群落無分布地域

を利用した個体も，スズタケ群落分布域に餌対象の大

部分を依存しているものと察せられた。また，「スズタ

ケ」に相反して「スギの葉部」は，その餌対象が地点

内および周辺に現存するような場所の糞組成において

も，5％前後とごく低い占有率であり，スズタケに比

０
０
０
０
０
０

０
８
６
４
２

１

糞
組
成

蚕菫墓
|||||II1|||||||||

we｡丙｡p▼丙｡▽○F……●｡~ケウ軸

鯵'鯵：
越冬期夏期

睦スズタケ鰯グラミノイドロ針葉植物の葉部

■スギ･ヒノキの葉部麗双子葉植物の葉部皿未同定部分

桧洞丸全体（全平均）におけるシカ糞組成の季節的変化
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質的評価ランク（本文参照）3と5のスズタケ生態比較

ﾗﾝｸ区徴平均識平均生罵凱平均枯癖凱結癖率先枯れ･先折れシカにより噺りされだ伽)+(n)平均胃高平癖長
(1x1m)(%)平均厚散伽）平鱸徴(n)(M)(qm
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注1）

2）

3）

a:A尾根（海抜850～975m),b:B尾根（海カ

ランク5は，急斜面など物理的にシカが利用不可＃

(m)および(n)は，枯死稗としてカウントした。

(海抜850～975m),b:B尾根（海抜1,000～1,100m)，c？A・B両尾根
急斜面など物理的にシカが利用不可能と思われる環境であった。

態と要因について検討した。なお，越冬期において，

相当数のシカ糞塊が遍在していたことから,Pエリア

は重要なシカ越冬地として機能している可能性が示唆

された。

低質化の度合いを6段階に分けて行った分布調査に

より,Pエリアのスズタケ群落は，ランク0(無分布）

の場所が多々見られただけでなく，分布地点に関して

も大部分がランク3（被度は高質な群落とほとんど差

がないが，葉部および桿高の小型化など低質要素がは

っきりと見られる）であることがわかった。ところが，

わずかではあるが，高質スズタケ群落を示すランク5

も点在していた。しかし，すべてのランク5は，急斜

面など物理的にシカが利用不可能と思われる地域に存

在していた。

表は質的評価ランク3と5の生態比較調査結果であ

る。表が示すように，ランク3のスズタケ群落は，ほ

とんど枯死稗により構成されていた。そのため，シカ

による稗折りは，例えばaにおいて区画平均0.73桿

と,一見微々たるものに思えるが,平均生桿数が2．9桿

であるため,生桿の実に20％近くが桿折りされたこと

になる｡また,シカの採食圧がどの程度及んでいるのか

明らかではないが，以下の理由からスズタケ群落自身

の採食圧耐性は，さほど高くないものと推察される。

1群落を構成する稗の寿命が数年にわたるため，1つ

の桿がシカによる稗折り等にあう可能性が一年生に

比べ高い。

2.桿折り等により上部を欠除し，稗のみになった場合，

桿下部の節にある休眠芽が活動して，新しい枝が分

岐する現象はまれにしか見られない。

3.スズタケ1個体は複数の桿により構成されているた

め，1桿に及ぼされた葉部の除去は，他の構成桿に

も影響しかねない。

4.スズタケの繁殖様式はほとんどが地下茎による栄養

繁殖であるため，退行地再生を短期に行うことがで

きない。そのため，退行地拡大は，残された分布域

に対するシカ餌食の頻度を増加させる効果がある。

5.スズタケ刈払い処理後,10年以上経過しても，処理

前のレベルに回復しなかった報告もあることから，

シカの桿折りや葉部採食の影響は長期に及ぶものと

思われる。

生態学的に異常なのはスズタケ群落だけではない。

光利用の観点から見ると，ササの一斉枯死は実生の生

存率を高める作用がある。つまり，スズタケ群落の退

行地は，ブナ等の実生の生長に好適な環境であること

が示唆される。しかし,Pエリアの所々において，スズ

タケ群落の退行による代償的な植生，つまり，ブナ等

の実生や低木などが，異常なほどにごく少数しか現存

していなかった。

これら下層植生低質化の原因は，現在までのところ

断定できないが，シカなどの採食および種子食鳥獣の

採食による種子および実生の除去による可能性を否定

できない｡仮に,Pエリアの~ド層植生低質化が,環境収

容力を超過したシカによるものとすれば，その背景に

は，シカの繁殖力の強さや，スズタケ群落の採食圧に

対するもろさなど生態学的要素を考慮していない今日

のシカ管理体制に問題があるのではなかろうか。つま

り，桧洞丸一帯の森林生態系を保持するには，環境を

保全し，今日あるようなシカの小型化および餓死が生

じないよう低下した環境収容力を引き上げ，その後，

絶滅したニホンオオカミの代わりに個体数コントロー

ルを我々人間が保護区，猟区の隔てなく適確に実施す

るといった対策が必要なのかもしれない。特にこの問

題は，シカの餌植物供給減少のみならず，降雨による

表面土壌の流出や森林更新にも影響を及ぼすおそれが

あるため，悠長に構えていられるものではなかろう。

以上のことから，越冬期における最大のkey-plants

と察せられるスズタケ群落の低質化と退行の現況と，

r食う一一食われる｣関係にあるシカとスズタケ群落低

質化の因果関係とを，早急に明らかにする必要性があ

ることを提言したい。
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ている築地松を，他の集落より高く評価している。

保全については世代を通じて多くの人が賛成し，賛

否を築地松のある家の人と，ない家の人から見た結果

が図．lである。築地松が「昔からある」家の人は保全

の希望が強く，そして｢残したいとは思わない」『何と

も言えない」と答えた人は，築地松がr昔はあったが

今はない」家の人であることが「昔からない」家の人

に比べて多い。築地松を松くい虫を主な原因でなくし

た人たちにとって築地松は残したいものではあっても，

保全に対する不安や脱力感があるのではないかと考え

られる。

保全の理由は「風景が好きだから」と「町の歴史文

化遺産だから」が多いが，築地松の多い碇下や図･2の

｢今はある」家の人のように，築地松のある所では｢生

活環境」を理由にする所が多く，町の文化財的な考え

は少なくなっている。この考えは築地松のPRへも強

く出ており,｢築地松について広く一般の人に知ってほ

しいと思うか」という問いに「あまり思わない」「思わ

ない」と答えた人は，碇下では「生活のためのもので

ある」「個人のものである」という理由を挙げた。

そこであらためて住民に「築地松とは何か」を尋ね

た回答が表・2である。全体の平均は｢生活するうえで

不可欠のもの」が低い評価となっているが，碇下では

他の集落よりも評価が高かった。碇下では実際に生活

に役立っているからだろう。また，表の「手入れが面

倒などやっかいなもの」は「まあまあ思う」人が多い

が，碇下と新田下のように築地松の多い所ではほかよ

林野庁長官賞

築地松の保全について
－住民の意識と町の取り組みから

島根大学農学部生物生産科学科

現・同大学農学研究科 中川幸惠

1．はじめに

屋敷林については全国にいくつかの例があるが，島
ひかわ

根県簸川平野の築地松はクロマツを方形に刈るノーテ

ゴリによって独特の景観をつくっている。近年，地域

性の豊かな築地松の景観が人々に注目されるようにな

ったとは逆に，松くい虫被害や家屋の様式の変化など

から築地松のある景観は急速に失われつつある*･本論

文では築地松という形で人々とつながる森の「風景」

としての一面を住民の生活を通して，保全を前提に考

察しようとした。

2．調査方法

イ．アンケート調査：アンケートは,平成4年11月

に斐川町内の5つの自治会の全世帯115世帯にお願い

した。なお，調査の対象地区は各集落の特性から選ん

だ。富上北(冨村）：雑木に囲われた屋敷が多い(塊村)。

北島・相場(美南）；松くい虫被害の程度さまざま(列

村)。碇下(坂田）；多くの築地松がある(散居村)。新田

下(荘原町）；出雲空港付近(散居村)。対象は世帯主と

奥さんと高校生以上のお子さん1人の計3人にした。

回収は直接訪問し，113人の世帯主の方を含んだ296

人の方から回答を得た。 表.l築地松の効果

口．聞き取り調査：かつての築地松の

ある生活について町の精通者4人に聞き

取り調査を行った｡調査は平成4年12月

に行い，4人のうち3人は築地松のある

家の方である。

3．結果と考察

イ．アンケート調査：表･1は築地松が

果たすと考えられる効果を昔と今につい

て，「，＝全然思わない」から｢5=とて

も思う」まで5段階評価をした平均値で

ある。最も感じる効果は防風である。防

風への評価は散らばりが少なくまとまっ

ている。防風の次には風格や風景が評価

されているが，築地松の多い碇下では温

度緩和●視界の遮断のように生活に生き

平均標準偏差

富北相碇新｜｜富北相碇新

風を防ぐ

土壌を固めて
水害に備える

火事の類焼を防ぐ

家の風格を出す

燃料になる

食料になる

郷土風景をつくる

温度を緩和する

外からの目隠し

建築に使う

神様の依代

流木を止める
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なったのは江戸時

代ぐらいからで，

明治の終わりごろ

から現在のような

四角い形に刈るノ

ーテゴリをするよ

うになった。雑木

の実は食料に，松

は防風や枝・葉が

燃料となるなど，

屋敷の周りの樹木

は大切な生活環境

だった。

3．考察

築地松は洪水に

備えた築地を固め

ることから始まり，

その後も防風や生

産の場のようにし

て生活の一部だっ

た。今でも築地松

のある地区や年代

の高い世代は築地

る人が多いが，築
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図･2保全の理由（築地松の有無別）

表･2築地松とは 松を生活環境であると考えている人が多いが，築

地松の少ない地区や若い世代では，むしろ町の歴

’史文化遺産であるという考え方になってきている。

また，景観保全は町が文化財として築地松の景観

をとらえ，そこには斐川町らしさを強調すること

が根底にあるようである。町は「築地松と景観保

全事業｣をふるさと創生事業として,築地松の保存

・育成，景観条例の制定を目標に取り組んでいる。

地域は歴史を持った存在であり，地域の歴史は

r郷土｣をつくる。これから築地松の郷土性を感じさせ

ながら保全するにはどうするのがよいか。それには築

地松の所有者である住民と，援助・支援．まとめ役の

町が協力するのは当然である。築地松の保全は，築地

松が生活によく生かされているような集落に景観の広

がりと奥行きを感じさせる策を講じ，啓蒙・教育活動

を通じて「築地松」のある斐川(簸川)を，みんなが郷

土だと感じることが大切だと考える。

富上北｜北島｜相場碇下｜新田下平均

生活するうえで不可欠なもの

町全体の歴史文化遺産

家で守り伝えなければなら葱いもの

家の格を表すもの

おそれ，敬うもの

手入れが面侭など,やつ飢贈もの

1.6

2.5

2.0

1.8

1.1

2.2

1.9

2.6

2.0

1.9

1.3

2.1

1.8

2.6

2.1

1.8

1.0

2.0

2.0

25

2.1

2.0

1.2

19

1.7

25

21

2.0

1．2

18

18

2.5

2.1

1.9

12

2.0

l=思わない,2=まあまあ思う,3=とても思う

りもわずかだが少ない。築地松が「やっかいもの」扱

いされてきたというようなことがいわれるが，実際に

築地松のある所では周りでいわれるほど強く思っては

おらず，この言い方はやや独り歩きをしているように

思える。保全の体制は，町と住民が協力して今ある築

地松を大切にし，失われた築地松は再び育成するとい

う方法を多くの人が答えた。

ロ．聞き取り調査：4人の方それぞれに尋ねた築地

松と生活とのつながりをまとめると，かつて築地松は

水害の多かった簸川平野で屋敷が流されるのを防ぐ築

地(盛り土)を固めるために植えた機体だったのが始ま

りで，そのころぱ竹や雑木だったらしい。クロマツに

参考文献

＊石塚尊俊(1979)r築地松のある住まい」－豊田･藤田・
藤岡編『流域をたどる歴史6』，ぎようせい社，23～28.
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準としての測定指標の尺度化，評価基準の重要度・選

好度に基づく重み付け判定，目標成果値と重み付けの

相乗積による各評価基準ごとの部分利用価値算定，加

法定理による部分利用価値の総和と全体評価を，その

基本型とする。
すうせい

3．経営環境の趨勢分析と整備計画

本研究では，目下，経営間の再編により，種極的な

経営構造改善に着手している滋賀県下の12森林組合

を対象としてアンケート調査を行い,｢生産面｣から｢生

活・環境面」の全体にわたる森林経営環境の実態・動

向の趨勢分析をまず試みた（ただし，全面回答が得ら

れたのは10森林組合である)。その結果に基づいて，

整備計画策定のための上位・中位・下位別の評価基準，

およびその測定指標を確定し,図･1に示すような問題

解決のためのシステム表（目的組織表）の試案を作成

した。

次に，各評価基準ごとの目的達成度（目標値）を決

定するために，経営分化指標を用いた森林組合間の判

別分類を行った。ここでは，直接的な事業生産活動と

日本林学会会長賞

利用価値分析(NWA)を応用した

森林経営環境整備計画のシステム化
一滋賀県下の森林組合を対象とした解析事例

三重大学生物資源学部生物資源学科

現・岐阜県可茂県事務所 正村|真也

1．研究目的

わが国の森林経営は，内外ともに大変厳しい状況下

に置かれているにもかかわらず，将来にわたる恒久的

な森林資源の利用を目指した森林経営環境の整備とい

う大きな課題に臨んでいる。

この厳しい状況下の森林経営環境を，今後の社会的

変化に柔軟にかつ合理的に対応できるように整備・改

善していくためには，「林業」の生産･流通面の整備と

いう単一的視点からのみ森林経営をとらえない複合的

な視点を持った森林経営の整備が必要となってくる。

そのためには，「農山村」という新たな柱を］本立て

て，地域社会としての生活面・環

境面の整備も一体的に進め，効率

の高い林業づくりと同時に，活力

に満ちた農山村づくりを志向しな

ければならない。

本研究は，この問題を「森林経

営環境整備計画のシステム化」と

位置づけ，「生産面」と「生活面・

環境面」を一体化させた整備計画

策定のためのシステム化とその評

定法について，滋賀県下の森林組

合をモデルケースとして検討した。

2．利用価値分析を応用したシス

テム計画

利用価値分析法(NWA)は，

近年，旧西ドイツで数多く適用を

見ている新しいシステム技術の手

法で，計画策定に当たって，直接

的な経済効果だけでなく，金銭的

にとらえられない経済外効果（社

会的・環境的影響）をも組み込ん

で，多次元的に評価することを可

能にするものである。

本評価方式は，目的組織表編成

による整備目的の体系化，評価基

21世紀に向けての賎山村地域の活性化：

森林組合を中心とした農山村の森林経営環境整備計画

(全体
目標）
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０
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図･1森林経営環境整備計画策定のための目的組織表の試案
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連係した「事業総損益費」とその「伸び率」の2要因

を取り上げ，それぞれ4水準の分化指標として解析し

た。その結果，信楽町，永源寺町の2森林組合を最上

位グループとする判別化がなされた。これにより，当

該森林組合の構造指標値をもって，目的達成度を設定

した。

一般に，策定された計画に対して，すべての整備目

標を同時に実現することは現実的には不可能であり，

そこで，意志決定者の目的選好度に即した重み付け評

価が必要となってくる。この重み付け法として，本論

文では「ヨーヨー法」と「一対比較法」を導入して検

討した。重み付け代案の編成に際しては，行政の立場

からの意見と，現場の森林組合側の意見の整合性をも

って代表させることに留意し，両者から提案されたい

みに，本研究の一部として解析した，森林組合の経営

分析指標を用いた利用価値分析の結果も，これとほぼ

同様な傾向を示した。

このような利用価値は，整備計画の細部構造の診断

とその対処療法について，さらに具体的な指針を与え

ることができる。ここでは，その詳細については割愛

するが，例えば，現状の森林経営環境の「どの面を｣，

｢どの程度」整備･強化していけばよいのかといった実

際的レベルでの検討を可能にする。

以上，利用価値分析は，評価基準の重み付けや序列

化の客観性という点で一考の余地はあるが,森林の｢生

産面」とr生活・環境面」を一体化した整備計画のシ

ステム化法として有効な手段となることが，今回の研

究を通して理解された。

くつかの重み付け案を，クラスター分析

および因子分析により判別選択した。一

対比較法により評価された行政側の重み

付け代案(Al～A4)および森林組合

側の重み付け代案(B1～B5)の例を，

表｡lに対比させて示す｡各評価基準に対

する重み付けは，全体的には極端な差異

は認められないが，「生活･環境面」にお

ける「コミュニティー活動の促進｣，「自

然環境の増進」の2項目において，両者

の考え方に若干の違いがあることがわか

る。

4．結果と考察

森林組合別に評価された利用価値数お

よびその序列を表・2に示す｡解析対象と

した8森林組合中，朽木村森林組合が最

も高い利用価値数を示し，しかも，いず

れの重み付け代案に対してもその順位は

不動である。重み付け代案によっては，

その順位が若干変わってくる森林組合も

あるが，序列化の全体的傾向は，ほぼ安

定していると言える。以上の結果から，

対象とした森林組合の中で，朽木村森林

組合が，「生産面」と「生活･環境面」を

一体化させた森林経営環境として，最も

調和のとれた条件を呈していることがわ

かる。一方，いずれの重み付け代案に対

しても，この序列化が大きく変化しない

ことは，利用価値分析による評価が妥当

なものであることを裏付けている。ちな

表･1各評価基準に対する重み付け代案の比較
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表･2算定された森林組合別の利用価値数およびその序列
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日本林業技術協会理事長賞

足尾・小坂・日立銅山地域の相観比

較とその考察

日本大学農獣医学部林学科
現・岩手県北上地方振興局 丸山塁

日本で採掘の対象となる銅鉱石はそのほとんどが黄

銅鉱であり，これには硫黄分が含まれているため，か

つては精錬の過程でそれらが亜硫酸ガスとして排出さ

れていました。そして精錬所周辺の山々はこの亜硫酸

ガスを主体とした排煙により煙害を被ってきたのです。

このことは，全国レベルで最大規模の産銅量の時期が

続いた足尾，小坂，日立といったそれぞれの銅山につ

いても例外ではありませんでした。

しかし，現在の相観(景観とおおまかな植生の状態）

は3地域で大きく異なります。足尾の場合は松木川を

中心とした一帯にハゲ山が広がり，煙害の爪跡を色濃

く残しているのですが，日立の場合は裸地などほとん

ど存在せず，精錬所の辺りの植生が貧弱なのを除けば

普通の山とあまり変わらない森林地帯を形成していま

す。また，小坂については同じように森林地帯を形成

しているものの，その大部分が緑化木のニセアカシア

であり，ちょうど両者の中間的といえます。そしてこ

のように現在の相観が大きく異なる原因を究明するこ

とが本研究の目的なのです。

研究に当たってはそれぞれの地域について相観図を

作成し，ほかに気象・地質・地形条件や産銅量，銅山

平均傾斜度

O～5°

6～10.

11～15.

16~20.

21～25°

26～30°

31～35.

36～40.

41～45c

45～50｡

合計

傾斜分布表

小坂
メッシュ数

2（3％）

13(20%)

16（25％）

18（28％）

12（19％）

3（5％）

64(100%)

日立
メッシュ数

6（11％）

24（43％）

21（37％）

4（7％）

1（2％）

56（1m％）
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足尾
メッシュ数

4（6％）

6（8％）

14（19％）

33（46％〕

12（17％）

3（4％）

72(100%)

の操業経緯，治山実績などを調査しました。その結果，

現在の相観がそれぞれに異なる原因は単一のものでは

なく，さまざまな因子が重なり合っていることは確か

なのですが，それらの中でも，その場での大きなウエ

ートを占める決定的因子というものがわかってきまし

た。

表は，被害地域における傾斜分布を示したものです

が，3地域の地形の違いを明確に表現しています。こ

の表だけを見れば足尾銅山地域が最も荒廃しているこ

とはうなずけるでしょう。つまり，亜硫酸ガスを主体

とした煙害などにより裸地が広がり，地表を保護する

ものがないところに地形が急|唆であるという素因と，

凍結・融解現象や集中的な降雨という誘因とが加わり，

被害は増大したのです。

一方，小坂銅山地域は最も自然に近い状態を示して

いてもよいように思われますが，これは傾斜分布表に

関してのみいえることであり，むしろ銅山の規模や足

尾より11年も遅れて亜硫酸ガスが絶たれたことを考

えれば，足尾と同じか，もしくはそれ以上に荒廃して

いても不思議ではないのです。ところが実際にはニセ

アカシアを主体とした森林地帯を形成しているわけで，

これには地形的広がりにより亜硫酸ガスが稀釈された

ことと，山地が急峻でないことが影響しています。

また，地形的には小坂よりも急峻である日立銅山地

域のほうが自然的植生を示していることについては，

煙害軽減の目的で建設した大煙突の効果が長期的に見

て非常に大きかったと解釈するのが妥当です。

けれども，日立鉱山はなぜ巨額を費やし苦労してま

で大煙突を建設し，煙害の軽減に努めたのでしょうか。

これには第一に鉱山側が大変に良心的であったことが

挙げられますが，地元の人々の鉱山に対する態度にも

注目すべき点があります。人々は煙害が生じると補償

請求という形で鉱山側に挑んだのです。もしも操業停

止を求めていたら，状況は一変していたに違いありま

せん。

補償請求は相手の存在を認めつつ自らの立場を主張

するのに対し，操業停止要求は完全に相手の存在を否

定しているわけであり，最近のマスコミをにぎわす自

然保護運動も後者の傾向が多いのではないでしょうか。

素晴らしい環境を後世に伝えていくための条件として

は開発側が良心的であることは何よりですが，良心的

行動が実行されるための雰囲気を，地元が中心となっ

て作ることも大切だと考えます。
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硝化ポテンシャルを持つが，林地では発現していない

ことがわかった（表・1)。

さらに,土壌の可給態カチオンの割合,土壌pH,土

壌H層の形成，下層植生の種類などに，斜面下部では，

Caが可給態カチオン中最も多く,pH(H20)が4以上

で,H層がなく，下層植生は主にコアジサイであるの

に対し，斜面上部では,Alが可給態カチオン中最も多

く,pH(H20)が4以下で,H層があり，下層植生は

主にアセビである，といった違いが見られた（図｡2，

図･3)。これらは無機態窒素形態同様,非連続的変化し

ており，無機態窒素形態と密接に関係している。それ

に対し，最高最低温度などの気象条件は，斜面系列で

連続的に変化していた。

斜面の上部と下部における窒素無機化特性と環境要

因の関係について総合的な把握を試みると，例えば，

斜面下部では団粒構造を持ち有効水分が多い。有効水

分が多いことがリター・腐植の分解を早め，さらに土

壌団粒化を進める。このように環境要因は相互に連鎖

的な関係にあり，これらの間には正のフィードバック

が存在すると考えられる。そのため斜面系列での気象

条件の連続的な変化も，ある地点を境界としたフィー

ドバックによりその違いが増幅され，非連続性が生じ

ると推測される。このことが斜面系列での環境要因に

非連続性が見られた原因の1つであろう。

この成果は，わが国の自然植生が常緑針葉樹林帯，

落葉広葉樹帯，照葉樹林帯と非連続的な分布の解明の

端緒となりうると考えられる。

表．l土壌中の窒素の現存形態と硝化ポテンシャル

日本林業技術協会理事長賞

森林生態系における斜面系列での

窒素無機化特性

吉田和真京都大学農学部林学科

植物に利用可能な物質は，炭素を除き主に土壌溶液

中の溶存イオンで，窒素の場合，主にアンモニアと硝

酸である。アンモニア態窒素は正電荷を帯び，硝酸態

窒素は負電荷を帯びているため，多くの場合，負電荷

を帯びた森林土壌ではアンモニア態窒素は吸着．保持

されるが，硝酸態窒素は土壌コロイドに反発され，流

出しやすい傾向にある。そのため，無機態窒素がどの

ような形態で存在するかは，森林の窒素循環に大きな

影響を与える重要な問題の一つである。そこで，本研

究では森林生態系における窒素循環を理解する第1段

階として，わが国の森林の大部分が存在する斜面地形

に沿って実験を行った｡調査は,滋賀県竜王山の40年

生スギ林の斜距離135mの連続斜面で行った。

その結果，斜面上部では無機態窒素はアンモニア態

で維持されるが下部ではほとんどが硝酸態にまで酸化

されること，その変化は連続的な斜面で非連続的に起

こることが確かめられた(図.1)。また，斜面中部では
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ヒノキの場合を検討すると，第1主成分は被害率とは

無関係であるが，第2主成分のスコアが大きい林分，

つまり樹冠直径の変動が大きい林分で被害を受ける頻

度が高いことが，スギの場合よりも明瞭に認められた。

以上の結果から，育林面については被害発生をなる

べく抑えるために，樹冠直径のばらつきを小さくする

ように間伐すべきである。また，南向き斜面には耐風

性の高い樹種や品種への転換が考えられるが，耐風性

については明確な報告がないので，今後の研究成果を

待たねばならない。もちろん，このような対策はほか

の気象害や生物被害への耐性および用材生産や水源か

ん養機能の発揮に対する整合性を考慮しなければなら

ない。次に，保続面については，個々の被害発生林分

の空間的位置とその被害程度を具体的に予測できない

ので，現段階では具体的な方法を提示することは困難

である。しかしながら，そのような突発的被害の発生

をあらかじめ組み込んだ融通性に富む経営方式を検討

すべきである。

日本林業技術協会理事長賞

風害発生と立地及び林分構造因子と
の関係解析

九州大学農学部林学科
現・同大学農学研究科 福永寛之

九州の林業地域は,1991年9月の17,19号台風によ

り甚大な風倒木被害を受け，この被害により経営上の

支障が多く見受けられた。そこで，一事業体の経営林

を対象として被害の実態を，立地因子，林分構造因子

に着目して解析し，その結果に基づいて育林および保

続の側面から検討を加えた。

対象地は，大分県にある九州電力（株）社有林の約

1,800haであり，解析資料の収集には被害前後の航空

写真,森林基本図および森林調査簿を用いた｡100mメ

ッシュの交点を標本抽出の基準点として，被害の程度

とその分布，立地因子（標高・傾斜角・余価方位．露

出度・地位）および林分構造因子（樹種．齢級．立木

本数・樹冠直径）を求めた。得られた資料を，数量化

’類および主成分分析によって解析した。解析結果で

主なものを以下に挙げる。

斜面方位別に相対的被害率（被害面積の全面積に対

する割合）を示すと，図･’の

ようになった。スギの場合，
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日本林業技術協会理事長賞

国産材製材品の最適輸送計画問題
一大分県を事例に線形計画法を用いた

シミュレーション分析

宮崎大学農学部農林生産学科

現・同大学農学研究科 細田高広

1．はじめに

近年，国産材の主要産地では，森林資源の充実に伴

い，産地地域内だけでは供給過剰となっているため，

必然的に地域外の大消費地に市場を拡大していかなけ

ればならない。その結果，国内の産地間の競争が激し

くなってきている。産地間競争に勝ち抜くためには，

品質管理の徹底によって地域産材のイメージアップを

図り，安定した供給と，製材費，輸送費の大幅な節約

が重要となっている。

九州地方は，その立地条件から特に輸送コストの削

減が産地間競争に勝つための大きなポイントとなる。

輸送コストを削減するためには，量的なまとまりを必

要とする。その有効な手段として共同出荷を図ること

が指摘される。そこで本研究では，共同出荷を考慮に

入れながら，線形計画法による輸送モデルを作り，最

適出荷（輸送）計画のシミュレーション分析を試みた

ものである。分析対象地域として，九州地方でも有数

の林業地帯である日田地方を有する大分県を取り上げ

ている。

2．線形計画法による最適輸送の分析

まず，大分県を製材品の産地別に，大きく北部（宇

佐地域)，中部（大分，竹田地域)，南部（佐伯地域)，

西部（日田地域）の4地域に区分し，それらの地域か

ら製材品を輸送した場合のモデルを作成し，その出荷

先として県内および関東，中京，関西，中国，九州な

どの大消費地を選んだ。

平成2年における大分県全体の製材品の出荷量は，

82万㎡で，その大部分が日田地域からの出荷で占めら

れている。しかし，大分県の長期供給見通しで，平成

12年における製材品の総生産量は129.2万nfであり，

北部，中部地域からの材の供給も増大すると見られる。

そこで,平成12年における最適輸送計画のモデル化を

行い，シミュレーション分析を行う。

計算した結果は，大分県全体を一つの供給基地とし

てとらえると，主要林業地域である日田地域で生産さ

れる製材品は，隣接している福岡県と地元県内へと出

35

荷され，北部・中部地域から生産される製材品が関東，

関西方面の大消費地へと出荷される｡そして，佐伯地

域からの製材品は地元県内のみの出荷となる。つまり，

このような出荷を行うことによって，少ない輸送コス

トで多くの利益を上げることを意味している。

このモデルでは，佐伯地域からの製材品を大分港か

ら出荷する流通経路を基に計算を行った。そこで次に，

大分港から出荷する流通経路を地元の佐伯港から直接

出荷するようにした場合，どのような結果になるのか，

モデルを作成し計算を行った。

その結果，佐伯地域からの製材品も関東方面へ出荷

することができるようになり，バランスの取れた県外

出荷が図られることになった。

3°まとめ

以上の最適輸送計画は，あくまでシミュレーション

であるため，現実にはこのとおりの輸送計画を実行す

ることは困難なこともあろう。しかしながら，木材製

品の出荷に際して，いちばん問題となっている輸送コ

ストの削減という面から見れば，共同出荷を推進する

ことにより，県外出荷が増え，これまで以上に収益を

上げうることが判明した。

共同出荷は，量的なまとまりを可能にし，輸送コス

トの削減，安定供給を可能にするだけでなく，規格や

乾燥等の品質管理を容易にする。森林資源の充実とと

もに，県外出荷の必要性はますます高まってくるもの

と思われる。産地間競争に打ち勝ち，各産地の製材工

場が生き残るためには，量的なまとまりを可能にする

だけでなく，規格の統一，乾燥等の品質管理を徹底さ

せうる共同出荷を積極的に導入し，今回の線形計画法

によるシミュレーション結果を参考にしつつ，輸送計

画の合理的な方策を取り入れていくことは極めて有効

である。

森林航測第170号
空中写真による北上川上流赤川流域の荒廃地分布特性

／空中写真を利用した今須択伐試験地の判続結果／空
中写真と気球からの低空写真から見た伐出作業跡地の
植生回復過程／平成5年度森林測蝋事業予算の概要／

私の付菱紙1－植生指数雑感／紋様百態一驚異
の分水界？／森林インストラクターのための空中写真
教室1－アイスブレークを兼ねて

お問合せ・お求め先…柵日本林業技術協会事業部
(s03-3261-6969,FAXO3-3261-3044)
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市
域
へ
入
る
が
、
昔
は
朽
木
氏
の
支
配
す
る
朽
木

谷
で
あ
っ
た
。
ほ
ど
な
く
川
の
対
岸
に
ひ
な
び
た
町
居
の

集
落
が
見
え
、
葛
川
坊
村
へ
入
る
。

坊
村
が
や
や
に
ぎ
や
か
な
の
は
、
こ
こ
に
息
障
明
王
院

か
つ
ら
か
わ
守
ら

葛
川
寺
が
あ
る
か
ら
だ
。
寺
に
塩
鯖
は
似
合
わ
な
い
け
れ

ど
も
、
私
は
坊
村
も
い
い
中
継
点
で
は
な
か
っ
た
か
、
と

思
う
。
こ
こ
か
ら
は
ひ
と
息
に
花
折
峠
を
越
え
、
途
中
越

え
で
京
都
へ
入
る
か
ら
だ
。

試
み
に
女
性
の
荷
を
背
負
っ
て
み
る
と
、
私
に
は
立
て

な
か
っ
た
。
中
年
の
太
っ
た
女
性
は
こ
ろ
こ
ろ
と
笑
い
こ

ろ
げ
た
。
豆
袋
は
六
○
キ
ロ
、
少
年
の
小
袋
が
ほ
ぼ
三
○

キ
ロ
Ｉ
歩
く
道
し
か
な
い
国
の
生
活
者
は
、
婦
人
で
も

六
○
キ
ロ
の
荷
を
一
三
～
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
都
会
ま

で
運
ぶ
。

ネ
パ
ー
ル
人
は
わ
り
に
小
柄
で
、
体
格
は
日
本
人
と
変

わ
ら
な
い
。
荷
を
担
ぎ
、
歩
く
こ
と
に
慣
れ
た
江
戸
時
代

の
男
た
ち
は
、
多
分
塩
鯖
を
担
い
で
、
こ
の
谷
の
道
な
ら

リ
ズ
ム
よ
く
小
走
り
に
歩
く
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。

坊
村
明
王
院

け
れ
ど
も
、
そ
の
第
一
が
よ
く
知
ら
れ
る
千
日
回
峰
行
。

千
日
回
峰
は
究
極
の
苦
行
だ
が
、
他
に
百
日
回
峰
行
が

あ
っ
て
、
明
王
院
は
回
峰
行
者
参
寵
の
寺
と
し
て
名
高
い
。

千
日
回
峰
の
人
は
七
百
日
を
終
え
て
不
動
堂
へ
入
る
。
堂ふ

入
と
い
う
。
そ
し
て
九
日
間
、
断
食
・
断
水
・
断
眠
・
不

鰕臥
不
眠
の
行
に
入
る
。
食
べ
ず
、
飲
ま
ず
、
眠
ら
ず
、
横

に
も
な
ら
ず
不
動
の
呪
を
唱
え
続
け
る
。
百
日
回
峰
行
者

は
や
は
り
五
日
間
不
動
堂
に
こ
も
っ
て
満
行
と
な
る
が
こ

れ
は
野
舞
砕
で
、
断
食
断
水
断
眠
は
な
い
。

ど
う
し
て
こ
う
い
う
こ
と
を
書
く
か
と
い
え
ば
、
回
峰

行
の
始
祖
が
相
応
和
尚
で
、
そ
う
と
す
れ
ば
朽
木
谷
の
道

の
歴
史
は
平
安
時
代
初
期
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
当

寺
に
は
足
利
義
満
、
義
政
と
そ
の
妻
富
子
、
義
尚
な
ど
の

参
篭
札
が
残
っ
て
い
る
そ
う
だ
か
ら
、
室
町
時
代
に
は
貴

顕
の
参
寵
が
多
か
っ
た
こ
と
を
知
る
。
し
里
ふ
場

つ
い
で
に
言
え
ば
、
地
主
神
を
色
仏
明
神
と
い
う
。
天

い
ん
ぺ
の
鉱
ぴ
と
し
こ
ふ
つ

し
と
Ｊ

武
紀
に
忌
部
首
色
弗
が
あ
り
、
こ
の
人
は
持
統
紀
に
色
夫

ら知
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
色
仏
明
神
は
こ
の
人
を
地
主
神

と
し
て
祀
っ
た
も
の
だ
と
い
う
か
ら
、
歴
史
を
さ
か
の
ぼ

れ
ば
、
谷
の
村
は
飛
鳥
時
代
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

坊
村
に
は
深
渓
幽
谷
に
は
珍
し
く
旅
館
が
三
軒
あ
り
、

街
道
沿
い
に
明
る
く
近
代
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
で
き
て
い

た
。
鮎
釣
り
に
人
気
が
あ
り
、
宿
は
川
魚
料
理
が
う
ま
い

の
だ
。葛
川
か
ら
花
折
峠
を
越
え
、
ひ
と
息
急
坂
を
下
れ
ば
途

中
の
集
落
で
、
こ
こ
が
京
へ
の
入
口
で
あ
る
、
明
王
院
参

篭
の
人
は
、
手
向
け
の
花
と
し
て
こ
の
峠
で
シ
キ
ミ
を

切
っ
た
。
花
折
峠
の
名
の
由
来
で
あ
る
。
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“山--籾

谷
の
道
は
、
朽
木
村
大
野
の
辺
り
か
ら
急
に
窮
屈
に
な

る
。
右
も
左
も
、
山
肌
が
道
に
迫
っ
て
、
し
だ
い
に
空
が

狭
く
な
る
。
元
亀
元
年
二
五
七
○
）
、
織
田
信
長
が
越
前

浅
倉
義
景
を
攻
め
た
と
き
、
北
近
江
の
浅
井
久
政
・
長
政

父
子
が
浅
倉
救
援
の
兵
を
挙
げ
、
信
長
の
退
路
を
絶
っ
た
。

驚
い
た
信
長
は
兵
を
返
し
、
危
う
く
京
へ
逃
れ
る
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
。
長
政
の
妻
が
信
長
の
妹
お
市
ｌ
信
じ

切
っ
て
い
た
人
の
裏
切
り
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
信
長
は
若
狭
か
ら
朽
木
谷
へ
入
っ
て
い
る
。

谷
の
道
に
信
長
を
導
き
、
無
事
、
京
へ
送
っ
た
の
が
朽
木

元
綱
で
あ
っ
た
。
信
長
は
鯖
街
道
を
逃
げ
た
の
で
あ
る
。

先
号
に
も
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
貝
原
益
軒
は
、
『
西
北
紀

こ
の

行
』
に
書
い
て
い
る
。
「
此
谷
は
水
南
よ
り
北
に
な
が
れ
、

朽
木
よ
り
又
東
に
転
ず
（
舟
木
に
出
で
て
湖
水
に
入
る
。

猟
う
お
よ
そ

こ
の

川
下
を
あ
ど
川
と
云
）
・
凡
南
北
数
里
は
朽
木
谷
な
り
。
此

あ
ど
か
わ

万
葉
集
に
、
「
高
島
の
阿
戸
河
な
み
は
さ
わ
げ
ど
も
わ
れ

は
家
お
も
ふ
や
ど
り
か
な
し
み
」
が
あ
る
。
こ
の
阿
戸
河

あ
ど

は
今
の
安
曇
川
で
あ
る
。

朽
木
村
か
ら
南
へ
、
安
曇
川
を
さ
か
の
ぼ
る
道
は
、
花

は

折
断
層
の
底
を
這
い
進
む
印
象
で
、
も
う
平
野
部
は
全
く

な
い
・
源
流
が
ど
こ
か
気
に
な
っ
て
、
地
図
を
頼
り
に
探
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
京
都
北
方
の
天
ヶ
岳
の
山
か
げ
か
ら
北

東
へ
流
れ
る
百
井
川
が
源
流
だ
っ
た
。
私
は
朽
木
か
ら
南

へ
、
深
い
谷
底
の
道
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
。
こ
れ
が
、
一
塩

の
鯖
を
担
っ
て
京
へ
急
い
だ
鯖
街
道
の
メ
イ
ン
コ
ー
ス

だ
っ
た
の
か
、
と
考
え
な
が
ら
．
…
：
。

谷
の
村
の
生
命
線

町
井
は
今
の
町
居
で
あ
ろ
う
。
江
戸
時
代
前
期
に
、
二

つ
の
村
を
埋
め
尽
く
し
、
二
村
全
滅
と
い
う
大
災
害
が

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
道
は
復
興
さ
れ
た
。
か
つ
ら
が
わ

市
場
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
と
、
お
よ
そ
十
数
キ
ロ
、
葛
川
辺

り
ま
で
、
朽
木
谷
は
ほ
と
ん
ど
平
坦
で
上
り
を
意
識
し
な

い
。
そ
し
て
、
緋
議
で
は
あ
る
が
、
点
々
と
集
落
が
あ
っ
た
。

平
坦
地
が
な
い
か
ら
田
畑
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
生
活
舞

台
は
山
で
あ
っ
た
。
朽
木
街
道
は
、
谷
の
人
々
の
、
た
だ

一
本
の
生
命
線
で
あ
り
、
そ
の
生
命
線
を
若
狭
の
魚
が

走
っ
た
の
で
あ
る
。

少
し
余
談
に
な
る
が
、
山
好
き
の
私
は
よ
く
あ
ち
こ
ち

の
山
へ
登
っ
た
。
私
の
持
つ
荷
は
、
夏
山
で
二
○
キ
ロ
、

冬
山
で
お
よ
そ
三
○
キ
ロ
だ
が
、
人
間
は
ど
れ
ほ
ど
の
荷

を
負
っ
て
運
べ
る
か
と
い
う
と
、
驚
く
な
か
れ
、
一
○
○

キ
ロ
だ
。
一
○
○
キ
ロ
の
荷
を
背
負
っ
て
山
小
屋
へ
荷
揚

げ
を
す
る
ボ
ッ
カ
が
い
た
。

ネ
パ
ー
ル
の
山
岳
地
帯
は
現
在
で
も
ほ
と
ん
ど
自
動

車
道
が
な
い
・
徒
歩
が
普
通
で
あ
る
。
ナ
モ
ウ
ブ
ッ
ダ
と
い

う
農
村
に
遺
跡
を
訪
ね
た
と
き
、
私
は
七
～
八
人
の
女
性

と
少
年
が
大
荷
物
を
背
負
っ
て
歩
く
の
に
出
会
っ
た
。
見

晴
ら
し
の
よ
い
丘
で
休
ん
で
い
た
と
き
、
そ
の
一
団
が
来

て
並
ん
で
休
息
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
を
介
し
て

聞
く
と
バ
ク
タ
プ
ー
ル
ヘ
豆
を
売
り
に
行
く
の
だ
と
い
う
。

へ
，
允辺
に
昔
は
町
井
柚
木
と
云
両
村
あ
り
、
寛
文
二
年
（
一
六

つ
い
た
ち

六
二
）
五
月
朔
日
大
地
震
の
時
、
東
の
山
崩
れ
て
村
里
を

埋
み
、
両
村
の
人
皆
死
す
と
云
ふ
。
東
の
山
は
比
良
の
高

峰
の
西
側
な
り
」
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氷
川
神
社
（
埼
玉
県
大
宮
市
）
境
内
の
ク
ス
ノ
キ

て
往
時
を
思
い
出
し
、
牧
野
図
鑑
で
調
べ
て
み
た
。
ホ
ル

ト
ノ
キ
は
モ
ガ
シ
と
も
ズ
ク
ノ
キ
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

名
称
で
よ
く
似
た
も
の
に
ヤ
マ
モ
ガ
シ
と
い
う
の
が
あ
る

が
、
ホ
ル
ト
ノ
キ
は
高
木
と
な
り
、
ヤ
マ
モ
ガ
シ
は
小
高

木
で
あ
る
。
し
か
し
共
に
暖
帯
・
亜
熱
帯
性
の
樹
木
で
あ
る
。

当
時
ホ
ル
ト
ノ
キ
と
よ
く
似
た
ヤ
マ
モ
モ
と
の
違
い
を

「
ホ
ル
ト
ノ
キ
の
葉
の
側
脈
腋
に
水
か
き
の
よ
う
な
膜
が

あ
る
が
、
ヤ
マ
モ
モ
に
は
な
い
」
と
教
わ
っ
た
記
憶
が
あ

り
、
倉
田
先
生
の
『
原
色
日
本
林
業
図
鑑
』
に
も
記
載
さ

れ
て
い
た
。

上
原
敬
二
氏
の
樹
木
大
図
説
に
よ
れ
ば
、
ホ
ル
ト
ノ
キ

可
甲
山

三
五
戸
．
’

一
『
函

域

Z凸里

唐津城にあるホルトノキの大木

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
油
（
オ
リ
ー
ブ
油
）
を
と
る
木
と
間
違

え
て
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
ホ
ル
ト

に
変
わ
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
外
来
樹
種
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
の
は
、
ま
ん
ざ
ら
見
当
違
い
で
も
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
大
図
説
に
は
江
戸
時
代
の
奇
人
、
平
賀
源
内
が
こ
の

木
を
宣
伝
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
紀
州
か
ら
江
戸
へ
持

ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
房
総
以
西
、
四
国
、

九
州
、
琉
球
に
分
布
す
る
と
あ
る
。
ま
た
九
州
で
は
山
中

に
多
い
と
の
こ
と
。
私
の
九
州
小
旅
行
を
拡
大
し
て
山
の

中
へ
入
っ
た
な
ら
、
き
っ
と
唐
津
城
の
と
同
じ
よ
う
な
ホ

ル
ト
ノ
キ
の
大
木
に
出
会
っ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。

こ
の
小
旅
行
で
は
長
崎
へ
行
っ
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴

滝
塾
跡
や
、
庭
に
あ
る
彼
の
胸
像
、
ま
た
記
念
館
で
遺
品

を
見
て
き
た
。

植
物
学
を
学
ん
で
彼
の
名
を
知
ら
ぬ
者
は
あ
る
ま
い
。

こ
と
に
よ
る
と
ホ
ル
ト
ノ
キ
も
シ
ー
ボ
ル
ト
が
命
名
し
た

の
で
は
な
い
か
と
、
ラ
テ
ン
名
を
見
る
と
、
両
き
ぎ
§
菅
あ

烏
向
萱
亀
爵
函
冒
阻
．
で
シ
ー
ボ
ル
ト
が
命
名
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
ヤ
マ
モ
モ
が
』
曇
ミ
ミ
蔓
尋
量
印
冨
．

ｇ
ｇ
ｇ
・
で
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
が
残
っ
て
い
る
。

ヤ
マ
モ
モ
は
根
に
根
瘤
菌
が
つ
き
、
空
中
窒
素
を
固
定

す
る
の
で
『
や
せ
た
山
地
で
よ
く
育
つ
。
関
西
以
西
で
よ

く
見
か
け
る
図
で
あ
る
。
ホ
ル
ト
ノ
キ
に
は
こ
の
よ
う
な

菌
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
山
中

に
育
っ
て
大
木
と
な
る
。

ホ
ル
ト
ノ
キ
が
私
に
と
っ
て
今
で
も
珍
し
い
木
と
印
象

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
東
京
周
辺
に
見
か
け
な
い
せ
い

か
も
し
れ
な
い
。
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忘撫ら飛ない木と森鰯話堂
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畑浬誰撰舞

威
力
を
失
っ
た
か
、
ク
ス
ノ
キ

戦
前
は
ク
ス
ノ
キ
か
ら
樟
脳
を
と
り
、
こ
れ
が
国
の
専

売
と
な
っ
て
い
た
く
ら
い
で
、
ク
ス
ノ
キ
は
有
用
樹
木
で

あ
っ
た
。
人
工
樟
脳
が
合
成
さ
れ
て
、
戦
後
ク
ス
ノ
キ
の

価
値
は
下
落
し
た
。
専
売
局
に
関
係
し
て
い
た
先
輩
に
、

そ
の
こ
ろ
ク
ス
ノ
キ
の
価
値
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
医
薬
品
に
は
合
成
し
た
も
の
で
は
役
に
立
た
ず
、
天
然
樟

脳
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
話
で
あ
っ
た
。

元
来
ク
ス
ノ
キ
は
暖
地
性
の
広
葉
樹
で
、
関
西
・
九
州

に
は
広
く
、
か
つ
豊
富
に
天
然
資
源
と
し
て
存
在
し
た
よ

う
で
、
発
掘
さ
れ
る
古
代
の
舟
（
丸
木
舟
）
に
は
ク
ス
ノ

キ
が
使
わ
れ
て
い
る
。ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

日
本
書
紀
に
は
「
素
美
鳴
尊
が
眉
毛
を
抜
い
て
ク
ス
を

生
や
し
た
」
と
あ
り
、
ま
た
「
ク
ス
は
ス
ギ
と
共
に
造
船

用
に
す
る
」
と
も
あ
る
。
ク
ス
ノ
キ
と
日
本
人
と
の
か
か

わ
り
は
長
い
。
ま
た
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
ク
ス
ノ
キ
は
タ

ブ
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
説
も
あ
る
。
タ
ブ
も
ク

ス
ノ
キ
と
同
じ
く
暖
地
性
の
ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑
樹
で
、

天
然
分
布
は
タ
ブ
の
ほ
う
は
東
北
地
方
に
ま
で
及
ん
で
い

る
が
、
ク
ス
ノ
キ
は
関
東
ど
ま
り
で
、
ま
た
タ
ブ
は
海
沿

い
に
多
い
。

建
武
中
興
に
功
の
あ
っ
た
楠
木
正
成
を
例
に
引
く
ま
で

も
な
く
、
人
名
に
も
現
在
、
楠
や
楠
木
の
姓
が
あ
る
。
こ
の

姓
は
ク
ス
ノ
キ
が
豊
富
な
関
西
以
西
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
関
東
で
も
孤
立
の
大
木
を
時
に
見
か
け
る
し
、

ま
た
並
木
に
植
栽
し
た
ク
ス
ノ
キ
に
は
出
会
う
こ
と
が
多

い
。
古
く
は
ク
ス
の
箪
笥
は
虫
が
つ
き
に
く
い
と
い
わ
れ
た

外
来
樹
種
を
思
わ
せ
る
ホ
ル
ト
ノ
キ

平
成
四
年
十
月
、
ふ
と
思
い
立
っ
て
西
九
州
へ
小
旅
行

を
試
み
た
。
北
九
州
の
唐
津
城
を
最
後
に
見
学
し
た
折
、
天

守
閣
の
前
庭
に
ホ
ル
ト
ノ
キ
の
大
木
が
一
本
植
わ
っ
て
い

て
、
見
上
げ
て
い
る
う
ち
に
昔
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
。

五
十
年
も
前
の
こ
と
、
大
学
で
卒
業
論
文
を
書
く
た
め

に
森
林
植
物
学
教
室
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
故

倉
田
教
授
が
、
ま
だ
特
別
研
究
生
（
当
時
の
制
度
で
、
奨

学
金
が
与
え
ら
れ
る
大
学
院
生
）
で
あ
っ
て
、
休
日
と
な

る
と
学
生
を
植
物
採
集
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。
三
浦

半
島
を
は
じ
め
南
関
東
、
さ
ら
に
伊
豆
半
島
ま
で
お
供
し

た
記
憶
が
あ
る
。
先
生
に
路
傍
の
草
木
の
枝
葉
を
と
っ
て

は
名
前
を
尋
ね
る
。
前
見
せ
た
と
同
じ
も
の
で
も
小
言
を

言
わ
ず
、
何
回
と
な
く
植
物
名
を
教
え
て
く
れ
た
。
今
で

も
少
し
は
植
物
の
名
を
覚
え
て
い
る
の
は
、
当
時
の
御
薫

陶
の
賜
で
あ
る
。

ど
こ
の
森
へ
入
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
か
、
珍
し
い
大
木

が
あ
り
、
ホ
ル
ト
ノ
キ
と
教
わ
っ
た
。
ホ
ル
ト
ノ
キ
と
い

う
名
称
は
日
本
固
有
の
も
の
で
な
く
、
外
来
樹
種
に
付
け

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
た
が
、
確
か
め
る
こ
と
も

な
く
、
そ
の
ま
ま
五
十
年
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
、
今
に
な
っ

く
ら
い
だ
か
ら
、
建
築
材
に
は
う
っ
て
つ
け
で
、
古
刹
の

山
門
や
伽
藍
の
太
柱
に
用
い
て
い
る
の
は
、
昔
の
人
が
そ

の
耐
久
性
の
高
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

や
は
り
ク
ス
ノ
キ
は
威
力
を
失
っ
て
い
な
い
。
日
本
書

紀
に
記
述
さ
れ
て
ま
で
い
る
伝
統
の
樹
木
は
末
永
く
残
し

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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ごく当たり前だが一般の人々はお

そろしく矛盾した言葉と受け取る。

これをあえて使ったところが憎い

のである。

いま世界中が「環境」の大合唱，

その旗手として森林が位置づけら

れたため木を切ることは極悪非道

であるとする大津波に林業は刃向

うすべとてないと，ただ津波の過

ぎ去るのを祈るのみといったのが

林業界の現状ではなかろうかと思

えてならない。でもそれで良しと

しては取り返しのつかないことに

なることは林業界のだれもが知っ

ていることでもある。林業の担い

手がどうの，材価がどうのといっ

た切羽詰まった現状の打開はもち

ろん必要なことではあるが，いま，

小学校の児童から大学生そして社

会人になった若者の大宗が森林の

伐採を罪悪であるとし嫌悪してい

ることを放置することは，やがて

世論形成の主体がこの世代に移っ

たときを考えると傑然とする。こ

の世代と日常接していて彼らのロ

農材鵜

木の日に思ったこと

なかなかに格調が高くまたポスタ

ーとしての目的である人目をひき，

そして訴えることがよく理解しや

すいなど，ポスターとして一流の

作品で，おそらくポスターコンク

ールに出品しても上位の入選は確

実であろうと思われる出来栄えの

ものばかりだったこともあって，

毎年このポスターを期待しかつ楽

しませてもらっている。で，今年

ポスターは。これが昨年までとは

がらりと趣向の変わった森のメル

ヘン調，昨年までの研ぎ澄まされ

た匠調からの一転には意表を突か

れたが，そこに踊るポデイコピー

には感心の二字を呈したい。いわ

く『森を育てたい。だから木を使

う｣｡この標語は林業人にとっては

10月8日は｢木の日｣。これは確

か十数年前に全国木材青壮年団体

連合会（木青連）が｢十」と「八」

を足すと“木”の字になることか

ら唱えたと記憶する。以来，毎年

ポスターや標語を作ってキャンペ

ーンを続け，また市民に木に親し

んでもらうための催しも木材団体

などの主催で全国各地で開かれる

など，息の長い活動が効を奏して

一般の人々に浸透し，最近ではマ

スコミの世界にも登場するなど，

木の日は世間様にほぼ完全に認知

されたようでまことに御同慶の至

り。

この運動が始まってこの方，毎

年作られてきたポスターは当然の

ことながら木を主題としたもので，

木造住宅は，その調湿機能の高

さから「夏涼しく，冬暖かい」日

本の気候・風土に合った住宅であ

り，ダニやカビが発生しにくいな

ど近年その良さが見直されつつあ

る。新設住宅着工戸数に占める木

造住宅のシェアは,昭和54年まで

は60％台で推移したものの,その

後漸減し，昭和63年度には41.4

％まで落ち込んだ。が，それから

は増加傾向に転じ，平成4年には

47.8％まで伸びてきている。

新設住宅着工戸数は景気等の影

響で増減があるが，そのような中

で近年，都市部における住宅の高

層化等のため木造3階建て住宅の

建設が着実に増えてきており注目

されている。

木造3階建て住宅は，これまで

は法律の規制のため，その建設が
困難であったが,昭和62年の建築

I綴講鴬審議罵蒜硲赫拳I

増加する木造3階建て住宅

木造3階建て着工戸数の推移

戸

18.000

16,000

M.000

12,000

10.000

8.000

6．000

】6綱19

蕊
灘
騨
辮
鐸

一一

蕊認･承蕊
無母ﾛ鋸駈る

寵

7．416
－ 乎熱 ｄ

Ｌ
鈩弾

蕊－

ロ弾

溌
蕊

く祁珸

4.000

麟譲騒蕊2,000

0

ま呂恭

韓鰊今
派

甸

、

Ｌ

一

・ｆ

昭和58年度5960616263平成元年境234

資料：建設省「建築統計年報」
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から出る，“どうして木を切る

の。どうして自然を壊すの”の

言葉を異口同音で聞いておるが

ゆえに。

「森を育てたい｡だから木を使

う｣｡一見矛盾したこの言葉の謎

解きを世間に広め，そして定着

させることは大変なエネルギー

と時間を要することではあるが，

これは林業人がやらねばならぬ

喫緊の責務であろう。

幸いに，木の日が広く世間に

認知されたという前例がある。

今年のポスターのポディコピー

を起爆剤として，川上，川下挙

げて創意を凝らした広報活動の

展開があれば，国中の人だが林

業のツヨーイ味方になってくれ

ること請け合いと固く固く信じ

て。物事は信じないと何も出来

ないのである。

基準法の改正により準防火地域で

の共同住宅以外のものの建設が可

能になり，また，平成4年の改正

では，さらに防火・準防火地域以

外の地域での共同住宅の建設が可

能となるなど，その建設に対する

規制が滞蘇nされてきている。この

ため，平成4年の着工戸数は前年

より34％増の16,619戸と飛躍的

に増加した。また，このところい

くつかの住宅メーカーでは木造3

階建て住宅の企画開発の動きが見

られるところである。

今後も都市化の進展や高層化の

進行等に伴う土地の高度利用の必

要性の高まりや，2世滞同居など

ゆとりある住生活の実現等にこた

えるため，木造3階建て住宅の着

工戸数は増加するのではないかと

見込まれている。

一

41

(Wこだ壹川

－日署長

林業試験場が森林総合研究所

と名称が変わってから，まる5

年が経過した。トップも場長か

ら所長と呼ばれるようになり，

まもなく3代目を迎えることに

なるのだろう。

かつて農林水産省技術会議傘

下の研究機関においてr活性化」

なるものが論議され，どのよう

な体制が研究の活性化につなが

るのか，ソフ|､面，ハード面を

含めて多面的な検討がなされた。

下部にも「活性化につながる方

策があれば出せ」と相談された

ことがあった。アメリカのある

著名な社長の「業績が芳しくな

い会社はトップの首をすげ替え

るのがいちばん｣に倣って，「研

究が活幽こしていないと感じら

れるのなら，トップが変わった

ら」という意見もあったが，そ

れは，当然，無視された。

トップにはどんな人物がベス

トか。立場や状況によって理想

像も変化する。一時「亭主元気

で留守がいい」というのがはや

った。何か必要なものだけ，こ

こでは給料さえもらってきてく

れれば，あとはいないほうがい

いという意味だろう。これをト

ップに置き換えてみると，その

場その場の必要なときにそれら

しく対応してくれれば，そのほ

かのときは存在感のないほうが，

言い換えれば，余計なこと，細

かなことには口を出さないでく

れるほうがありがたいというこ

とにでもなるだろう。

順風満帆のときは,まさに「ト

ップ元気で留守がいい」が合う。

しかし，いったん事が生じたと

きは，大勢を見ることができ，

決断力のある頼りがいのある人

がいい。現在の森林・林業に関

する試験研究を取り巻く状況は，

順風満帆か，非常時か。果たし

てどうだろう。

交通安全週間などの折，それ

らの意義を世に広く知らせるた

め，芸能人など著名人を呼び，

一日署長としてマスコミに登場

させることがある。下のスタッ

フがしっかりしていれば，この

ような人物が，一日といわず，

ずっとトップにいても通常業務

に大きな支障はないのかもしれ

ない。

ある日の午後のお茶飲みどき。

せっかく森林総合研究所となっ

たのだから，所長はそれらしい

名の人を外部からあてたら，と

の話が出た。中森明菜，大林雅

子などの人の名が挙がったが，

もう一つ盛り上がらなかった。

しかし森高千里という名前が出

た途端，若い人たちがうれしそ

うにいい話ですねと乗ってきた。

所長の姓名の一部は，これま

でも木偏付きだった。次のトッ

プは？もし森高千里が所長な

ら，研究所の宣伝効果も抜群。

研究の活性化も100％間違いな

しだ。

（エース）

（この欄は編集蚕員が担当しています）
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歩いてみると，今もリスやキツネ，

タヌキに出くわすこともあり，一

つ一つは小さくとも，ある程度連

続した林地さえあれば，彼らの生

引
剥
「
劃
可
瀞
詞
判
罰
謝
罰
評
罰
謝
司
叡
可
墾
黙
釧
瑚
浬
騨
没
聾
獣
翔
穿
刺
鷲
可
獣

環境アセスメント卜活の場を保証してやることも可能
であろう。小さな森にあるキツネ

の巣穴やアカマツ林で見かけるリ
は

小哺乳類や両生・爬スにかじられた松かさなどが，彼ここ数年，名古屋市内や近郊の発予定地で，

土地区画整理事業や住宅開発に関虫類の生息実態調査を続けるうちらのしたたかな生活ぶりを示して

する事前調査の依頼が続いて，都に，今まで無視してきたような動いる。

市域に残存する小さな森の動物調物たちにも注意を払うようになつ ところで，のんびりと動物を眺

諺鞭繍脇藻懸、…"丘剛臓,…γｾｽﾒﾝ‘上いう…るこ
てきた。めているうちはいいのだが，環境

蕊
1985年に会員配布図書として

同名で書き下ろしたものと，その

後「林業技術」に続編を4年間に

わたり掲載して多くの読者を魅了

した，深津正，小林義雄両氏の

コンビによる合わせて79樹種の

解説が1冊にまとめられ，この5

月に東京書籍から発行された。

会員配布図書や会誌でおなじみ

の読者には，いまさらこの本の見

所や魅力をうんぬんする必要もな

いと思われるが，それにしても木

の名が定着するに至った経緯や背

景は深遠なものがあり，また，そ

れを検証する作業は並たいていの

ものではないと思われる。

木の名は,著者も「あとがき」

で言っているように，庶民の生活

上の体験の中から自然発生的に生

まれたものが多く，なかには樹木

の生態，形態，分布といった植物

学的要素に基づく名前もあり，ま

た，アイヌ語をはじめ，古代にお

ける文化的先進国であった中国，

朝鮮などにおける呼び名に由来す

るものも少なくない。

しかも，長い年月の間に，それ

らの名前がさまざまに姿を変え，

出所，由来が混沌としてしまった

ものも数限りないというから，そ

のルーツに迫るには，既往の諸説

の中で疑わしきは消去し，確かな

証拠を求めて膨大な量の古文書を

渉猟し，推理を働かせてホシを追

い詰めなければならないというこ

とになる。

読者は，その推理の過農の全貌

を知るわけにはいかないが，それ

でも少々首をかしげたり，なるほ

どと思わずうなったりしながら自

らも少しばかり知的作業に加わり，

結論へと導かれていく。長編推理

小説とは違って，どこから読み始

めてもよいのがまたこの本のよい

ところで，ご用とお急ぎの方は当

該樹種の項を真っ先に読めばよい

調砺棚N

深津正・小林義雄著

木の名の由来

，|薯
剛1間

発行：東京瞥籍株式会社
〒114東京都北区堀船2-17-1

a03(5390)7531

1993年5月28日発行
B6判,290頁

定価1.600W(本体1.553Fxl)
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当甦再寒寒牽垂患哩杢全鑑垂之塞-塞再垂一議迄

Ⅲ
つけ出す機会は残念ながら都市

近郊の調査ではほとんど期待で

きない。だからといって「この

自然は貴重でない」などと，い

ったいだれが公言できるという

のだろう。

「ここは貴重種がいないから

開発してもいいですよ」と言い

続けているうちに，一切の生命

が失われていくような気がする。

皮肉な話だが，環境が貧弱にな

れば新たな貴重種が出現するだ

ろう。アカネズミやモグラの厳

正保談なんてナンセンスな時代

がやってくるのかもしれない。

その前に，「貴重種の保護｣から

｢生活空間の保全｣へと自然を守

i
る論理を転換させる必要がある

のではないだろうか。

（名古屋学院大学）
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林 政拾遺抄

木魂の森

＃千葉県の南に，かつて虎が逃
自げたことで有名な鹿野山があり，
胃その隣の鬼泪山(きなだやま)国有林
目に約800haの県営部分林が設
坤

目定されている｡明治39年から造

昌成が進められたスギ，ヒノキの
目人工林で，その一部に昭和62
；年,千葉県木材組合連合会が基
＃金を集めて植林した「木魂(もつこ
冊ん)の森」（写真)がある。同組合
|I|の立てた説明板には,｢木材を使
|IIう業者たちが,木を生産するた

＃めのほか，水源をかん養したり，
＃土砂の崩壊を防ぐ森林に感謝し
目ながら植林した」と植林の趣旨

目を述べているが，この「土砂の
胃崩壊を防ぐ」という普通に使わ
目れる文字も，ここでは特別の意
冒味が込められているように思わ
患れた。というのは，ここは千葉

鴬県内で最も優れた造林適地であ
；るとともに良質の山砂利生産地
|ilであり，東京オリンピック，東
llll京万国博覧会と続く土木建設ブ
ⅡM1

||:’一ムの時代，大量の山砂利が採

＃取されたからである。
閨埋蔵天然資源の有効利用とい
§う趣旨で,鬼泪山国有林の山砂
冒利採取が始められたのは昭和
目41年であったが，この国有林内
曽での山砂利生産は,｢山の緑を造
昌る営林署がなぜ山を荒らすの
胃か」というマスコミの攻撃の的
爵

になった。県もまた自然保護の

世論の動向に逆行するとして営

林署に山砂利採取の中止を申し

入れ，営林署は山砂利は山林の
資源であり，採取跡地の復旧に

万全を期しているとして採取の

継続を主張する事態に発展した。

鬼泪山の「木魂の森」は，こう
した「山砂利採取に関する熱い

論争」（昭和48年10月23日，
朝日新聞)という,騒然とした中

で進められた県による国有林内

の，人工林造成事業だったので
ある。

その後,山砂利生産は昭和54
年末で中止されたが，現在，東

京湾横断道路が平成8年の完工

を目指して急ピッチで進められ，

大規模のリゾート開発もまた計
画段階から具体的な事業実施の
段階まで展開し，山砂利を満載

したダンプが絶え間なく走って

いるという状況の中で，再び国

有林内の良質の山砂利に熱い目

が向けられている。

国有林内での山砂利採取と緑

の維持・造成の両立があらため

て大きな課題となってきている

現在，「木魂の森｣のような県民
の協力による緑の森の造成は，

今後ますますその必要性を大き
くすると思われる。

（筒井廸夫）

のである。

世はいまや第二次森林ブームと

いってよいほど関心が高まってい

る。体験を通して森林を知ろうと

志す人々も多い。それらの来訪者

に森林を楽しみ，少しでも森林・

林業への理解を高めてもらうこと

も我々の大事な仕事の一つである。

手始めに木の名を覚えてもらうこ

とが必要だ。ところが，人にもよ

るが実物と聞き覚えた名前はなか

なか一致しない。そんな折，その

木の形態や用途と関係がある名前

の由来鞍ど紹介してやれば，すぐ

覚えるばかりでなく，木と暮らし

とのかかわりの深さを知ることに

よって，森林への理解もいっそう

深まろうというものである。

(H.Y)
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(11)－山形県における積雪環

境の類別

瞳
燕二こに紹介する賛料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか．頒布先でご覧下さ

るようお願いいたし震ず｡llilllllllil

術 'l=報I
千葉県林業試験場研究報告

第7巻

平成5年3月

千葉県林業試験場

口千葉県におけるスギ精英樹雄花

量の遺伝的変動

ロ山武地方産スギ試植林の特性

(1)－牛尾1～42号の12年生

次の成長(D2H)

枝の本数と太さ・莱戯（生枝下高

直径）・発根率

ロ千葉県におけるスギの樹勢調査

(11)－北総地域のスギ造林地

を中心として

ロ千葉県のスギ衰退地と非衰退地

における雨水の実態及び土壌の酸

性化

口京葉臨海埋立地緑化への汚泥利

用

口千葉県におけるクリ主要品種の

結実特性

口千葉県における特用林産資源の

採取と利用の実態

口簡易施設におけるシイタケ菌床

栽培

１
１
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９
．
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■
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１

[資料］

ロ宇都宮大学船生演習林における

長伐期施業試験林の蓄積調査(Ⅳ）

筑波大学農林技術センター演

習林報告第9号

平成5年3月

筑波大学農林技術センター

ロ80年代後半における内陸部製

材産地の展開動向一茨城県大

子町を事例として

ロスギゲノムの遺伝子及びRFL

Pの連鎖分析におけるアイソゲノ

ム遺伝子座の橋渡し方式に関する

研究

口風倒木調査によるカラマツ根株

心腐病罹病木の分析

口大井川上流の沖積錐における岩

屑の流動・堆積

口砂防ダム上流の縦断勾配の形成

と変形に関する実験

ロハイマツ群落における現存通・

生産量及び節間長等と生産通問の

関係

[資料］

ロスギ精英樹の12アロザイム遺

伝子座の遺伝子型

ロアカマツ精英樹の22アロザイ

ム遺伝子座の遺伝子型

ロ筑波大学農林技術センター演習

林気象報告（1991年）

北海道林業試験場研究報告

第30号

平成5年3月

北海道立林業試験場

口落葉広葉樹の種子繁殖に関する

生態学的研究

口全道から収集したエゾヤマザク

ラの特性(I1)－開花特性一

ロハナイグチとシロヌメリイグチ

の培養性質

ロ北海道の針葉樹を加害するタネ

バエ類について

研究報告第22号

平成4年12月

山形県立林業試験場

ロマツノマダラカミキリの羽化脱

出時期と発生予察

ロクズゴメ添加おがくず培地によ

るナメコの発生量と品質

ロスギ樹幹内の強度特性

ロスギ材の乾燥経過に伴う曲げヤ

ング係数の変化

口収益性を重視した間伐後のスギ

林の生長(1)－間伐方式と間伐

強度の違いによる直径成長の比較

ロオオパボダイジュおよびシナノ

キの実生および挿し木による養苗

ロスギ人工林内外の積雪(111)-

林内積雪深の面的変動

ロスギ精英樹系統の耐陰性試験

ロアカマツ特別母樹林の状況に関

する調査報告

ロ山形県の積雪環境に関する研究

岐阜県林業センター研究報告

第21号

平成5年3月

岐阜県林業センター

ロ広葉樹の樹幹形について

口組織培養によるコナラの増殖技

術の開発

口枠組壁工法用住宅部材の生産技

術開発

ロスギ材利用の高付加価値技術に

関する調査研究

宇都宮大学農学部演習林報告

第29号

平成5年3月

宇都宮大学農学部附属演習林

口林業用トラクタの走行力学に関

する研究

口林業用作業服の防寒保温機能

口大谷石粉粒体を混入したパーテ

ィクルボードの難燃性

口合板と大谷石の複合材料の製造

林業技術No.6191993.10
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林 業関係行事 一覧

10月
主催団体・会場・行事内容等区分 行事名 期間

ｃ

蝿
確
幟
蝿

刃
市
２
城
罪
都
皿
癖
鋤
識
塙
睡

く
宮
市
ｊ
台
調
山
一
尉
型
城
皿
宮
く
り
市
ト
路燃
繩
灘

罰
錘
總
唾

》
鋤
趣
馳
郵
識

識
聯
撫
》

宅
岡
れ
‐
の
卜

住
赫
優
に
Ｊ
シ

本
県
の
象
材
力

日
岡
償
対
製
し

伽
静
品
を
用
ブ

城・静岡
庫・宮崎

針葉樹製材乾燥技術研修会110.4～11.2610-4～11－26呂
兵

辮協熱蕊騨鯉騨;職融磯蕊熟鐙徽雛：
優良楽材の展示を行い，県民の滞要に応じた国・県産材の製品販売を

第16回茨城県木材まつり10.13茨 城 10-13

奨励して，木材業経営の安定と木材幣要の拡大を図り，地域林業の振
興に寄与する
全日本竹産業連合会。京都幾林年金会館（京都パストラル…京都市北
区衣笠天神森町21）

謡鍵嫌鐵繍鶴無深繍欝驍驚溺蕊
庫郡五日市町)。会費:8,000円。募集締切:10月5日。申込方法：前
記蕊務局まで一報を

都
京

第34回全国竹の大会

東京の林業家と語る会11

５
７

一
１
ロ
’

一
一
４
６
１
１
口
■

０
０
１
１
５
７

一
１
ロ
’

一
一
４
６
１
１
口
■

０
０
１
１

扉
東

山
渋
森
園
然

日本ネイチヤーケーム協会(東京都世田谷区松原2-42-14明大前岡
ピル1階，盆()3-5376-2733)･伽日本レクリエーション協会(東京都需某誇蕊’避慧''0'？

全睡l各地 10-17

谷鰹干駄ケ谷3-17-11,壷03-3423-1241)。全国各地の公園,緑地，
林など30会場｡全国各地の地域に住む親子や家族連れが,身近な公
や緑地あるいは森林で，全国一斉に，ネイチャーゲームを通して自
とのふれあいの場を持つ

#撚麓溌蒸鶏耀購鱒騨
霊瀧農溌需鰯擦鍋懲綴騒f瀞肱溺翌
全国をはじめ全世界へ広げるため，その記念行事として開催する
全国森林とのふれあい推進協織会(波賀町役場産業課内，盃0790-75-
2220.内線5‘!)。兵庫県宍粟郡波潤町r波賀町総合体育館｣。多様な機

蟇恕郷甥縦話念''0･'，
島 1()_19広

庫 第5回森林とのふれあいシ10.20～22
ンポジウム全国大会

兵 10.20～22

能を持つ森林を活用して，都市住民と地域住民との交流を図るため，
森林とのふれあいに関する環境躯術駆業実施市町村が一堂に会して，
それぞれの地域で個々に培ってきた経験や知識を相互に備報交換し，
交流する中で事業の促進を図るとともに,21世紀に向けた豊かな地域
づくりの方策を探る
北海逆・朝日新聞社・森林文化協会・日本国際文化研究センター。札
幌市水産会館。豊かな自然が残る北海道において，森林の利用と保全，
地域振興など魅力ある森づくりの姿を探る
全国わさび生産者協議会・群馬県特産協会。水上ホテル楽楽（群馬県
利根郡水上町湯原665,盆0278-72-2521）

岩手県・日本一の炭の里づくり描想推進協議会（サミット事務局：棚
岩手県木炭協会，電0196-26-7628)。岩手県久慈市(主会場)ならびに

蕊概餓灘W騨磯畠蒜鰯繕蘇鍬灘鮮斯
たな木炭文化の発信の場とする

第12回シンポジウムr森林10.28～29
と人間曾

第27回全国わさび生産者10.28～29
大会・第8回全国わさび品
評会
日本木炭サミット10.29～30

北海道 10-28～29

群 馬 10-28～29

岩 手 10-29～30

1 1月
主催団体・会場・行事内容等行事名 期間区分

卿丹波の森協会･丹波総合開発促進協議会･丹波10町。兵庫県多紀郡
篠山町。森林の保護は，いまや地球規模での国際的な取り組み課題と
なっている。そこで，この取り組みを穣極的に進めているヨーロッパ
3カ国（オーストリア，ドイツ，フランス）と『丹波の森描想」を推
進している丹波の森協会が国際会議を開催することにより，森林の保
全・活用に関する世界的な合意と行勤基準の形成を図る

螺縦辮富惑蹄鯖灘協会｡森林総合研究所大会議室｡林

庫 森林文化国際会識兵 11－2～7

平成5年度林木育郡研究発
表会
'93束京国際家具見本市

LI.J 央 11.4,5

11-1s～21 棚国際家具産業振興会。東京国際見本市会場(東京都中央区I職海5-3-
53)。内外の優秀な家具および'卿連製品を展示紹介し,貿易の振興なら
びに国内商取引の拡大，一般消費者の需要の喚起を図るとともに，内
外業界人の相互理解と協調を促進し，家具および関連産業の発展に寄

〃

与することを目的とする。

囎灘議醗鮮瀬藝雛溌輪蕊昏嬢燕舗
｢豊かで快適な住環境･居住空間づくり」を基本テーマに，快適な住ま

第15回'93住宅設備展l11.24～27〃

酉

いづくりのための提案を多彩に展開し、倖生活の質的向上を目指す

林業技術No.6191993.10
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林業技術者の資質｡技術向上をめざして懇談会を設置

林業技術者の資質および技術の向上を図る方途について検討し，関係方面へ提言を行うため，9月
10H,第1回の懇談会が開雌された。この懇談会開催趣旨には次のように述べられている。

「わが国の森林の造成･維持・管理の指導的位置を占めてきた林業技術者は，今後とも如何なる時代
にあっても，長期的視野にたち且つ時代の要請を汲みとり，常に技術の向上を図る責務を負っている。
近時，林業関係者の内部から林業技術者の技術レベルが必ずしも満足すべき現状にはないという自
省の声が起こってきている。これが真であるとすれば，わが国の森林・林業の将来にとって由々しき
事態といわなければならない。

一方，森林の諸機能に対する社会的関心の高まりや国際化の進行という時代的背景の変化に対し的
確に応ずる林業技術者の在り方も問われている。即ち，昨今のように価値の多様化した時代にあって
は，かつての拡大造林時代とは異なる技術が求められており，これに伴って林業技術者の具えるべき
技術についても新たな検討を加える必要が生じている」

懇談会は委員10名（座長・小林富士雄日林協顧問，林業団体，大学，森林総研，林業会社等)，オ
ブザーバー3名（林野庁課長）から成り，ほかに作業部会，事務局（日林協・鈴木理事長ほか）をも
って発足した。

この懇談会は検討課題として①林業技術問題を考える，②林業技術者の技術向上をめざして，③林
業技術者問題へ提言する，④要約，の4項目を挙げ，懇談会を明年3月までの間に3～4回開催，作
業部会を適時開催することとしている。

（以上につき会員のご意見を日林協内懇談会事務局宮下あてお寄せください）

'協会のうごき

◎海外出張
○8/21～9/11,望月技術開発部
次長，林技師を，8/22～9／5，
瀧川主任研究員を熱帯林事業現
地調査（1次）のため，フィリ
ピンに派遣した。
○8/26～9／6，伏見理事，蜂屋
技術指導役，久道課長，梶垣課
長代理を，8/29～9／5，宮部
技師をインドネシア・チタリッ
クDF/R説明のため,インドネ
シアに派遣した。
O9/13～10/2,渡辺理事，小池
主任研究員，和田課長代理を熱
帯林災害復旧技術確立調査現地
調査のため，インドネシアに派
遣した。
o9/18～10/1,鈴木理事長，加
藤主事を日本人工造林および合
板加工利用技術交流のため，中
国に派遣した。
◎海外岡邪多員の受入れ
国際協力事業団の依頼により次
のとおり研修員を受け入れた。
l.平成5年度森林土壌集団コース
国籍§中華人民共和国ほか5

カ国
期間：9/13～10/15
研修員:Mr.Xiaoniuxuほか

5名
2.インドネシア国，チタリック
c/p研修
期間：9/8～10/26
研修員:Mr・YuliartoJP.
◎林業技術者に関する懇談会（第
1回）開催
9/10,林業技術者の資質・技術

林業技術No．6191993.1()

向上を図る方途について検討する
ための懇談会が次のとおり開催さ
れた（設置趣旨等は別項参照)。
場所：本会5階会議室
出席者：懇談会委員（五十音順，
敬称略)･太田猛彦，菊池五郎，木
平勇吉，小林富士雄，古宮英明，
小山信二，藤森隆郎，真柴孝司，
オブザーバー；林野庁計画，研究
普及，経営企画各課長，作業部会
委員；赤堀聡之（代）天野正博，
酒井秀夫，佐々朋幸，平田経倫，
山瀬俊彦，事務局；鈴木郁雄，小
泉壷，宮下国弘
課題：林業技術と林業技術者

など

◎調査部関係業務
9／7，西表熱帯林育種技術園設
置基本計画に係わる調査第2回検
討委員会を本会にて開催した。
9/28，石狩川源流総合調査(植
生の遷移に関する調査）第2回現
地検討会および委員会を大雪署層
雲峡宿泊所にて開催した。
9/29,西表熱帯林育種技術園設
置基本計画に係わる調査第3回検
討委員会を竹富町役場にて開催し，
翌日現地視察した。
9/29,地域防災対策総合治山事
業調査設計業務のうち警戒および
避難基準雨量検討委員会を島根県
川本町役場にて開催した。
◎調査研究部関係業務
9／2，林野庁において森林の水
質問題検討会を開催した。
9/27,当協会において｢山間地
域の国土保全に関する調査」委員
会を開催した。
9/28,当協会において｢小規模
林地開発影響調査」委員会を開催

した。
◎技術開発部関係業務
9/22,当協会において環境林施
業管理調査第1回調査研究委員会
を開催した。
◎番町クラブ9月例会
9/28,本会会議室において全国
森林レクリエーション協会専務理
事蒲沼満氏を講師として「森林
インストラクターの誕生とその
後」のテーマで講演が行われた。

8月号訂正らp.16左の段9～10行

目…サンフランシスコ→カリフォル

ニア9月号訂正;p.10の｢持続
的森林経営に側するIUFRO研究集
会」は，来年の行事予定です。

平成5年10月10日発行

林業技術

第619号

編集発行人鈴木郁雄
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人|1本林業技術協会
(〒102)東京都千代田区六番町7
電話03(3261）5281（代）
FAXO3(3261)5393

（振替東京3-60448番）

RINGYOGIJUTSU

publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL

ASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会費3,500円・終身会費(個人)30,000円〕
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治山･林道･環境保全の木と草

林野庁監修／平成5年10月刊行

A5版/376ページ／オールカラー／定価S,000円（税込み）
※10月末日までにご注文の方には4.500円で販売いたします。
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防災林造成、のり面緑化、山腹工などの森林土木工嚇において、植生は不可欠な工事用資材です。

特に最近では、生活環境保全林や林道の修景緑化などにみられるように、

時代の要請に応じた新たな価値基準による事業が増大し、

捕生の重要性がますます高まってきました。

本書は植生に関する基礎的な知識や新しい技術を美しいカラー写真、

わかりやすい解説とデーターによって紹介するハンディで実用的な自然をつくるガイドブックです。

●緬集委員細介●

■日本大学農獣医学部教授／難波宣士■東京農業大学農学部助教授/l11寺喜成■仲野庁／橋岡伸守／石島操／Ⅱ高照利

■(社)日本林業技術協会／岩川幹夫■1〔輿建議株式会社／堀江保夫

●発行／財団法人林業土木コンサルタンツ●

〒107東京都港区赤坂1‐9－13（三会堂ビル)TELO3(3582)1955/FAXO3(3587)4773

●植栽適地､生育温鐵､播種畠

〃創府



’蕊地球社蕊京赤坂
"107束京都港区赤堀1丁目3番5号ゾ振替ﾛ謹京2-195298|番
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流 活域域林業活州ﾋﾍの林 性 取組み事例集
涜賎I感活刷鴎⑱靴剛僻

．．‐蝋例鯛
一…池…~

瀞或管理システムの確立に向けて確域

監修：林野庁計画課/編集：流域管理システム研究会
A5判/136頁/定価1,854円(税込)/〒310

岩語呂熟‘,｡．

現在，我が国の森林・林業をめぐる状況は，材価の低

迷，担↓､手の高齢化・減少など依然として厳しい様祁を
呈しており，非常に厳しいものであります。

一方，森林は木材の生産のみならず，剛上の保全，水

資源のかん難など様々な公益的機能を糊しており，その

発揮に対する厩I民の要鮒も高度化・多様化してきても､る
状況にあります。

このような中，「緑と水」の源泉である多様な森林の

整備上r国産材時代」を実現するための林業生産，加工，

流通における条件整備を悩lるために「森林の流域管理シ

(｢発刊にあたって」より抜粋）

新版森林計画の実務1新 務
森林計画制度研究会編

A5判/592頁/定価4,944円(税込)/〒380

平成3が行われ,今後は流域を基本的単位

鱗溌蕊辮繍協縦綴し蔦として
いくこ
新の内容のもとに改訂出版した＆のである。

ステム」の確立が大きな林政の政莱課題となっています。

本排は，他の流域に先行して，流域管理システムの推

進にむけた取組みがなされ，今後同システムの確立を図

ろうとする流域の参考に資すると思われる事例を集めた
ものであります"・

本番が，各地域において森林・林業関係者をはじめと

して多くの方々に広く活用され，森林の流域管理システ

ムの確立を図る上で広く皆様の参考になれば幸いと期待
しております。

林野庁計画課長
流域管理システム推進室長 伴次雄

’1宗室麟璽澪謡~~’
林野庁監修

A5判/496頁/定価3,914,円(税込)/〒380
1鵠*は，国土の保全水資源のかん蕊自捌澱境の保全･形成等の

黙職悪驚鍬蒔懸薙獺瀧§織翻
の実際について理解されることを願い，最新の内容のもと改定出艇

二、●開発調査・環境アセスメントに空中写真／

売 中写真撮影一覧’。呂 諺一覧図呼成5年卿同禦在’
●林野関係機関・国土地理院全撮影成果図示

●最新成果の撮影年度・平成5年度撮影予定一目瞭然

●撮影機関別に色分け

●5万分の1地形図区画、図葉名入り

●撮影地区一覧表・交付申込要領・同様式つき(裏面）

●縮尺1：1,200,000(73×103cm)12色刷

各繊開発に伴う事前調査，測餓・設計等に空中写真はいまや

欠くことのできない情報源です。当該地域がいつ，どの機関に

よって撮影されたかが即座にわかり，空中写典入手を的確・容

易にします。過去の成果も表示しているので，環境の経年変化

を追う場合も的碓な写真選択を可能にします。

●頒価2,575円(税･送料込み）

…旧裂森蔭
a(03)3261-6969(直)FAX(03)3261-3044
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卿灘 ’測を可能にし､抜群のコスト

パフォーマンスを実現。

全天候型データ記録装錘KADEC-Uシリー

ズは､過酷な環境下でもそのまま野外に置いて

使用できる小型の高性能デ監一タロガーで魂

南極の昭和基地からアフリカの砂漠地帯まで

の厳しい使用環境への納入実繊がその信頼

性を脈叫化ていま魂

雌好の各センサを無駄にすることがなく､また長

"j無人観測が可能なため､抜群のコストパフォー

マンスで先進の観測システムを実現しま魂
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